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（平成19年9月末現在）甲斐市の人口　74,294人（－109）

住民基本台帳人口72,870人（－116） 男性36,325人（－94） 女性36,545人（－22）
世帯数27,967世帯（－74） 外国人登録人口1,424人（＋7） （ ）内は前月比
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甲斐市わくわくフェスタ
■10月７日（日）甲斐市わくわくフェスタ
が日本航空学園の滑走場で開催されまし
た。この催しは、市の合併前に各町で行
われていたお祭りを一つに統一しはじめ
て開催したものです。■毎年テーマを決
めて行っていきますが、今年度は「子ど
も」をテーマとしたイベントで、ふわふ
わ・ふれあい動物園・キャラクターショ
ー・ソーラー電車、かつおの販売や甲斐
市のお米の配付、夜には花火コンサート
も行われ、多くの親子や家族連れが秋の
一日を楽しく過ごしました。
■翌日には、ボランティアによる会場の
清掃作業が行われ、小雨の降る中、日本
航空学園野球部の生徒をはじめ、多くの
みなさんのご協力をいただき、フェスタ
を無事に終えることができました。■ご
協力本当にありがとうございました。
（関連記事11ページ）
表紙の写真は、花火コンサートを撮影し
ました。



　甲斐市の平成　甲斐市の平成1818年度一般会計、各特別会計および水道事業会計の決年度一般会計、各特別会計および水道事業会計の決
算が９月の甲斐市議会第３回定例会で認定されました。算が９月の甲斐市議会第３回定例会で認定されました。
　みなさんの納めた税金や、国・県からの補助金や地方交付税などが　みなさんの納めた税金や、国・県からの補助金や地方交付税などが
どのくらい入り、どのように使われたか、決算の概要をお知らせします。どのくらい入り、どのように使われたか、決算の概要をお知らせします。

■平成18年度　甲斐市会計別総括表

一般会計、各特別会計、水道事業会計について
９月定例市議会で認定されました。

 会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 翌年度へ繰越 実質収支     すべき財源

 一般会計 24,263,698 23,334,485 929,213 187,729 741,484

 国民健康保険特別会計 6,063,260 5,891,988 171,272 0 171,272

 老人保健特別会計 4,234,385 4,176,218 58,167 0 58,167

 介護保険特別会計 2,382,075 2,377,343 4,732 0 4,732

 介護サービス特別会計 29,061 28,751 310 0 310

 住宅新築資金等貸付 13,113 12,879 234 0 234 事業特別会計

 簡易水道事業特別会計 98,459 98,030 429 0 429

 地域し尿処理施設 19,579 18,701 878 0 878 特別会計

 農業集落排水事業 11,647 11,023 624 0 624 特別会計

 宅地開発事業特別会計 0 0 0 0 0

 下水道事業特別会計 2,878,719 2,867,688 11,031 0 11,031

 合　　　　　　計 39,993,996 38,817,106 1,176,890 187,729 989,161

（単位：千円）

平成平成1818年度決算年度決算

　甲斐市の平成18年度一般会計、各特別会計および水道事業会計の決
算が９月の甲斐市議会第３回定例会で認定されました。
　みなさんの納めた税金や、国・県からの補助金や地方交付税などが
どのくらい入り、どのように使われたか、決算の概要をお知らせします。
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各
会
計
の
決
算
額
は
3
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入
2
4
2
億
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6
9
万
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千
円
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3
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億
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、4
4
8
万
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千
円
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引
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万
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千
円
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、竜
王
駅
周

辺
整
備
事
業
、幹
線
道
路
整
備
事
業
な
ど
を
19
年
度
へ
の
繰

越
明
許
費
と
し
ま
し
た
の
で
繰
越
財
源
1
億
8
、7
7
2
万

9
千
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
7
億
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、1
4
8
万
4
千
円

で
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち
市
税
は
7
9
億
6
、7
4
4
万

円
で
、市
民
税
が
3
6
億
7
、8
6
7
万
2
千
円
、固
定
資
産

税
が
3
6
億
6
、1
7
3
万
円
で
し
た
。市
債
の
う
ち
合
併

特
例
債
の
借
入
は
2
1
億
1
、9
7
0
万
円
で
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
は
、土
木
費
が
全
体
の
2
2
・
0
％
を
占

め
、続
い
て
民
生
費
が
2
1
・
8
％
で
し
た
。

竜王駅周辺
整備事業

28億6,733万円
●南北自由通路施工委託、
駅北通り線橋梁工事、
駅南通り線道路工事、
竜王駅前広場（駐輪場）
および歩道上屋実施
設計、用地取得など。

クラインガルテン
整備事業

2億4,098万円
●滞在型市民農園（ラウ
ベ）20区画建設。

茅ヶ岳東部
広域農道負担金

1億3,364万円
●完成予定22年度。延
長7,540メートル。

●計画ルート（韮崎市～
双葉地区駒沢～敷島
地区吉沢）。

玉幡公園総合屋内
プール運営事業

5,487万円
●平成18年4月29日オ
ープン。

●開館281日、利用者
61,818人、レッスン
参加者延べ10,236人。

地震対策整備事業

5,901万円
●飲料水兼用耐震性貯
水槽（60t）を双葉西
小学校校庭に設置。

●非常用備蓄飲料、防災
用資機材整備など。

平
成
平
成
1818
年
度
年
度 

決
算
概
要

決
算
概
要

平
成
平
成
1818
年
度
年
度 

決
算
概
要

決
算
概
要

平
成
18
年
度 

決
算
概
要

平
成
18
年
度 

決
算
概
要

市税（32.8%）
7,967,440

財産収入(0.1％） 33,327
配当割交付金(0.1％） 28,817
株式等譲渡所得割交付金（0.1％） 26,495
交通安全対策特別交付金（0.1％） 20,363
寄附金(0.0％） 200

ゴルフ場利用税交付金(0.2％） 34,831

利子割交付金(0.2％） 35,903

自動車取得税交付金（0.5％） 126,195

地方特例交付金（0.9％） 226,449

使用料及び手数料（1.2％） 286,540

地方交付税（15.5％）
3,764,670市債（12.7％）

3,084,000

繰越金（6.9％）
1,683,226

県支出金
（4.9％）
1,181,454

地方譲与税
（3.2％）
773,984

繰入金（2.6％）
635,995

地方消費税交付金
（2.6％） 623,554

諸収入（2.6％）
622,018

分担金及び負担金（1.7％）
413,305

国庫支出金（11.1％）
2,694,932

歳入総額
24,263,698
（千円）

一般会計（歳入）
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敷島中学校
体育館整備事業

3億1,794万円
●体育館新規建て替え（ア
リーナ、舞台、器具庫、更
衣室など）計1,257㎡

●鉄骨造・平屋建て。

竜王小学校
耐震補強・大規模
改修工事
1億6,577万円
●1号棟耐震補強工事。
1号棟全教室改修工事。

●今年度は、2号棟を工
事中。

双葉B&G
海洋センター
改修事業
1億3,170万円
●屋内化工事、温水化工
事、ろ過機更新工事な
ど。

●プールを温水化し、今
年度から11月末日ま
で営業。また2コース
をウォーキングコー
スに改修。

学校評価システム
構築事業

553万円
●実践報告書作成など。

●甲斐市が文部科学省の「学
校評価システム構築事業」
の指定地域に。小学校3校、
中学校3校が協力校として
実施。開かれた学校づくり推
進のため、今年度からは市
内全小中学校において実施。

そのほか・・・・・・・・
●各種福祉助成・支援事
業。

●予防接種・乳児健診な
どの母子保健事業、総
合健診などの健康推
進事業。

●中巨摩・峡北広域行政
事務組合への負担金（ゴ
ミ処理等）。

●各種イベントの開催。

●道路・河川の改良・改
修工事など。

平成18年度
甲斐市水道事業
会計決算

資本的収入額が資本的支出額

に不足する額323,779千円は、

過年度分損益勘定留保資金

124,488千円、当年度分損益勘

定留保資金185,734千円、減債

積立金4,500千円及び当年度

分消費税及び地方消費税資本

的収支調整額9,057千円で補

てんした。

■収益的収入及び支出

 収入： 884,960千円

 支出： 746,592千円

■資本的収入及び支出

 収入： 254,944千円

 支出： 578,723千円

平
成
18
年
度 

決
算
概
要

平
成
18
年
度 

決
算
概
要

一般会計（歳出）

歳出総額
23,334,485
（千円）

（性質別）

歳出総額
23,334,485
（千円）

（目的別）

土木費（22.0％）
5,134,112

普通建設事業費
（22.9％）
5,350,217

物件費
（14.4％）
3,352,259

人件費（14.1％）
3,294,397

維持補修費（0.1％） 33,028
投資及び出資金・貸付金（0.4％） 89,574

公債費（11.6％）
2,703,199

補助費等（10.0％）
2,342,620

繰出金（9.9％）
2,302,250

積立金（4.4％）
1,022,388

扶助費（12.2％）
2,844,553

災害復旧費（0.0％） 0

災害復旧事業費（0.0％） 0

民生費（21.8％）
5,086,282

教育費（13.2％）
3,076,219

公債費
（11.6％）
2,703,199

総務費
（9.3％）
2,162,883

衛生費（8.2％） 1,924,728

諸支出金（4.4％） 1,023,382

消防費（3.7％） 878,861

農林水産業費（3.5％） 811,121

商工費（1.2％） 280,579
議会費（0.9％） 207,540 労働費（0.2％） 45,579
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市
役
所
の
各
課
で
使
用
し
て
い
る
直
通

の
電
話
番
号
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
と
局
番

が
類
似
し
て
い
る
電
話
番
号
を
使
用
し
て

い
る
住
民
宅
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所
へ
か

け
た
つ
も
り
の
電
話
が
間
違
っ
て
住
民
宅

へ
か
か
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
大
変
ご
迷

惑
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
へ
電
話
を
か
け
る
際
は
、
電
話

番
号
（
特
に
局
番
）の
確
認
を
十
分
に
し
て
、

お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　電気工作物点検のため、11月17日（土）
午前８時45分から午後５時まで、竜王庁舎・
敷島庁舎・双葉庁舎とも、住民票・印鑑
証明書・税証明書の交付が停止になります。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。

■問い合わせは…
　市民課（竜王庁舎１階）

1055（278）1664
　敷島支所市民課（敷島庁舎１階）

1055（277）3112
　双葉支所市民課（双葉庁舎１階）

10551（20）3650

自動交付機が
停止します

代表電話番号

竜王庁舎　055（276）2111　　055（278）◎◎◎◎
敷島庁舎　055（277）3111　　055（277）□□□□
双葉庁舎　0551（28）2211　　0551（20）◇◇◇◇
教育委員会　0551（20）3703　　0551（20）△△△△

各課ダイヤルイン

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
税
金
を
納
期
内
に
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
市
が
自
立
し
た
行
財
政
運
営
を
し
て
い
く

た
め
に
大
事
な
こ
と
で
す
。
税
金
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
の
で
、
滞
納
が
あ
る

と
行
政
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
者
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
も

自
主
的
な
納
付
の
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
12

月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
を「
市
税
の
滞
納
整
理
強
化
期
間
」

と
し
、
こ
の
期
間
、
徴
収
業
務
に
精
通
し
た
県
職
員
を
市

の
税
務
職
員
と
し
て
任
命
し
、
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
特
別
の
理
由
も
な
く
納
税
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
定
め
ら
れ
た
期
限
に
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
多
く
の
み
な
さ
ん
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
財
産（
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
料
、
自
動
車
な
ど
）

の
差
し
押
さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
地
方
税
法
で
「
納
期
限
ま
で
に
税
の
納
付
が
無
い
場

合
は
、
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
し
、
滞
納
者
が

そ
の
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ
の

徴
収
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
定
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
徴
収
猶
予
等
の
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
窓
口

金
融
機
関
等
の
営
業
日
に
税
金
（
市
県
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
）を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
納

税
者
の
た
め
に
、
収
納
・
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
休
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
12
月
２
日（
日
）
９
日（
日
）
15
日（
土
）
23
日（
日
）
、

　
１
月
27
日（
日
）

○
夜
間
　
午
後
５
時
30
分
〜
８
時

　
11
月
30
日（
金
）
、
１
月
31
日（
木
）

○
場
所
　
税
務
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

　■
問
い
合
わ
せ
は
…
税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
1
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
３

　
職
員
は
必
ず「
徴
税
吏
員
証
」を
携
帯
し
て
滞
納
者
の
と

こ
ろ
を
訪
問
し
ま
す
。
不
審
者
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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ら
市
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整
理
強
化
期
間
で
す
で
す
（
来
年
２
月
ま
で
）

（
来
年
２
月
ま
で
）

1212
月
か
ら
市
税
の

月
か
ら
市
税
の

滞
納
整
理
強
化
期
間

滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
で
す
（
来
年
２
月
ま
で
）

（
来
年
２
月
ま
で
）

12
月
か
ら
市
税
の

滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
（
来
年
２
月
ま
で
）

市
税
等
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

を
か
け
る
と
き
は

を
か
け
る
と
き
は

をを

市
役
所
へ
電
話
を

市
役
所
へ
電
話
を

市
役
所
へ
電
話
を
か
け
る
と
き
は

てて
め
て
め
ててて

か
め
て

か
め
て

確
か
め

確
か
め

確確
を
確
を
確

号
を
号
を

番
号
番
号
番
号
番
号
番
号
を
確
か
め
て



竜王駅

山交駐車場

名取温泉

竜王ゴルフ
練習場

至 昇仙峡

国道52号

至
竜
王
駅
前
交
差
点

至
竜
王
駅
・
国
道
20
号号

（
都
）田
富
町
敷
島
線

至 甲府〔名取西〕信号機と
横断歩道が移動します。

南通り線
（市）竜王

駅南通

宮本延春さん

　
青
少
年
育
成
甲
斐
市
民
会
議
お
よ
び
甲
斐
市
各
地
区
民
会
議

で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
市
民
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
18
日（
日
）午
後
０
時
30
分
受
付
開
始
、
　
　
　
　

　
　
　
午
後
１
時
開
始

　
　
　（
講
演
は
大
会
終
了
後
の
午
後
２
時
頃
開
演
予
定
）

場
所
　
敷
島
総
合
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

内
容
　
市
内
小
中
学
生
に
よ
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
等
優
秀
作
品
の

　
　
　
表
彰
、
作
品
発
表
、
教
育
講
演
会

講
演
　「
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
教
師
に
な
る
〜
い
じ
め
、

　
　
　
引
き
こ
も
り
、
天
涯
孤
独
の
絶
望
か
ら
夢
を
実
現
す
る

　
　
　
ま
で
〜
」

講
師
　「
オ
ー
ル
１
先
生
」こ
と
宮
本
延
春
さ
ん

　
　
　（
高
校
教
師
／
教
育
再
生
会
議
有
識
者
委
員
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
1
０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
８

12
月
か
ら
市
税
の

滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
（
来
年
２
月
ま
で
）

12
月
か
ら
市
税
の

滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
（
来
年
２
月
ま
で
）

　都市計画道路　都市計画道路
　市道　市道「竜王駅南通り線」「竜王駅南通り線」
　都市計画道路「田富町敷島線」「田富町敷島線」「田富町敷島線」・
　市道「竜王駅南通り線」 しますしますを供用を供用 始しま始しまを供を供 まま供供 始 ま始 まを供用開始します

市
役
所
へ
電
話
を
か
け
る
と
き
は

番
号
を
確
か
め
て

　11月１日(木)から、仮供用を行っていた都市計画道路「田富町敷島線」
（名取区間）と新たに整備した市道「竜王駅南通り線」の区区間がつながり、
全面供用を開始します。
 また、これまでの信号機（名取西）と横断歩道についてては、供用開始
される交差点に移動します。

供用開始日時　11月１日(木）午前11時～
■問い合わせは…山梨県中北建設事務所　1 055（（224224））16721672
 　　　　　　　駅周辺整備室(竜王庁舎2階)　1 055（278）1667

『
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
』

全
て
の
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

11
月
は

月
間
重
点
事
項

　
○
青
少
年
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促
進

　
○
青
少
年
を
非
行
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
取
組
の
推
進

◆
青
少
年
の
育
成
は
、
大
人
一
人
ひ
と
り
の
責
務

　
青
少
年
の
問
題
は
大
人
社
会
の
問
題
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
社
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
見
直
し
て
み
る
と
と
も
に
、
社
会
の
基
本
的
な
モ
ラ

ル
や
ル
ー
ル
を
大
人
自
身
が
、
身
を
も
っ
て
示
し
、
伝
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
育
成
を

　
地
域
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く

見
守
り
、
励
ま
し
、
と
き
に
は
注
意
し
た
り
す
る
こ
と
、

有
害
な
情
報
や
環
境
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
な
ど
、

よ
り
多
く
の
人
々
が
様
々
な
地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

◆
青
少
年
の
皆
さ
ん
へ
。
自
分
を
み
が
こ
う
。
他
人
を

大
切
に
し
よ
う
。

　
家
庭
や
学
校
、
地
域
の
活
動
に
は
自
分
を
成
長
さ
せ
ら
れ

る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分

を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
他
人
は
自
分
を
う
つ
す
鏡

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
健
全
育
成
甲
斐
市
民
大
会（
教
育
講
演
会
）の
ご
案
内
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11
月
９
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
木
）
ま
で

の
1
週
間
、「
火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離

れ
る
　
そ
の
時
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
期
間
中
は
、
市
内
全
域
で
消
防
署
・
消

防
団
に
よ
る
防
火
を
呼
び
か
け
る
啓
蒙
活

動
を
行
な
う
と
と
も
に
、
午
後
９
時
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
　
防
災
安
全
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

　
　
1
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
６

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

～山梨県後期高齢者医療広域連合のホームページが開設されました～
「後期高齢者医療制度」をみなさんに知っていただくためのホームページが開設されました。制度の概要などを
詳しく紹介し、制度に関してのお知らせなどをいち早く掲載していきますので、ぜひご覧ください。
URL　http://www.yamanashi-iryoukouiki.jp/

■問い合わせは…　山梨県後期高齢者医療広域連合（山梨県自治会館内）1055（236）5671
　　　　　　　　　保険課（竜王庁舎１階）1055（278）1665

　医療費が増大していくなか、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平でわかりやすく全ての国民が安心
して医療保険を利用できる制度とするために、75歳以上の高齢者を対象にその心身の特性や生活実態などを踏ま
えて、従来の医療保険制度から独立した「後期高齢者医療制度」が創設され、来年４月からスタートします。

平成20年４月 後期高齢者医療制度がスタートします

後期高齢者医療制度でこう変わります。※今後国からの詳細な制度説明により変更になることがあります。

老人保健制度 後期高齢者医療制度
期　日

制度の仕組み

運　営

対象となる人

対象になるとき

医療費の
負担割合

保険証

保険料

保険給付

平成20年3月31日まで 平成20年4月1日から

75歳以上のすべての人を対象とした後期高齢者の
ための独立した制度です。加入するときは、それま
で加入していた医療保険を脱退することになります。

都道府県ごとに設置された後期高齢者医療広域連合
が運営主体になります。申請手続きなどの窓口は、
今までどおり甲斐市になります。

○75歳以上の人
○65歳以上で一定の障害のある人
※移行にあたっての手続きはありません。

○老人保健制度の対象者は、平成20年4月1日から
○平成20年4月以降に75歳になる人は、誕生日当
　日から

○一般の人は1割
○現役並み所得の人は3割　
※市民税の課税所得が145万円以上ある高齢者の人
　がいる世帯は、現役並み所得があるとみなされ、
　全員の負担割合が3割になります。

後期高齢者医療被保険者証が一人に1枚交付されます。
来年3月頃の発送予定です。
※保険証だけでお医者さんにかかります。

山梨県後期高齢者医療広域連合で決められた保険料
を、加入者全員が甲斐市に納めます。原則として、
年金からの天引きになります。

受けられる給付は老人保健制度と変わりません。

国民健康保険や会社の医療保険などに
加入しながら「老人保健制度」で医療
を受けます。

国保では市町村、その他健保組合など
は加入している医療保険ごとに異なり
ます。

○75歳以上の人
○65歳以上で一定の障害のある人

75歳の誕生日のある月の翌月
（1日の人はその月から）

○一般の人は1割
○現役並み所得の人は3割

保険証（国保・健保等）
医療受給者証

保険料は世帯ごとに決まり、加入する
国保や健康保険等に納めます。

療養の給付や入院時の食事代、高額医療費など

8



試行運行期間　平成20年３月31日（月）まで
　　　　　　　（土日祝日、年末年始を除く）

※「竜王駅‐山梨大学医学部附属病院（南部路線）」
　　は平成20年4月以降も運行予定です。
※運賃　乗車1回100円（竜王駅で乗り換える人は、
　乗車２回となります）
※障害者の人は半額の50円（お手数ですが乗車の際
　に各種手帳をご提示ください）。
※小学生未満については、旅客１人につき２人まで
　無賃。また、１歳以下は無賃。
※運行ダイヤ・路線ルートについては平成18年９月
　から変更していません。
※各庁舎の窓口に運行ダイヤの案内をご用意してい
　ます。

　市コミュニティバスの試行運行事業は、公共交通機関の空白地帯における交通弱者の外出機会の増大、中
心市街地の活性化、駅利用者の利便性の向上および交通渋滞の緩和を図ることを目的に実施し、試行期間は、
来年の３月末までとなっています。
　路線は、竜王駅から山梨大学医学部附属病院までの南部路線と、昨年９月に追加した、竜王駅からりほく
病院までの西部路線、竜王駅から敷島団地までの中東部路線の３路線あり、これまでの利用状況は、次の表
のとおりです。

　各路線の利用状況は、西部路線、中東部路線の２路線に
ついては、南部路線と比べ利用客が少ない状況ですので、
試行運行期間満了の来年３月31日をもって終了し、来年度
は南部路線のみ運行する予定です。
　今後、甲斐市地域公共交通会議を設置し、試行結果を検
証するとともに、市内の公共交通のあり方について調査・
研究し、市民ニーズを把握したうえで、新たな公共交通計
画の策定を予定しています。その中で、地域全体でのコミ
ュニティバスを支える手法等併せて研究し、運行方法の改
善や、新たなルートの設定等を示していく予定です。

■問い合わせは...企画課（竜王庁舎２階）1055（278）1662

竜王駅⇔りほく病院
竜王駅⇔敷 島 団 地

試行運行
期間満了

●利用状況

　竜王駅～山梨大学
　医学部附属病院
（南部路線）

　竜王駅～りほく病院
（西部路線）

　竜王駅～敷島団地
（中東部路線）

試行運行年度 試行日数 便数（日） 乗車人数 1日当たりの
平均乗車人数

1便当たりの
平均乗車人数

平成18年度（4～3月）
平成19年度（4～9月）

245日
124日

16便
16便

16,468人
　8,544人

67.22人
68.90人

4.32人
4.31人

試行運行年度 試行日数 便数（日） 乗車人数 1日当たりの
平均乗車人数

1便当たりの
平均乗車人数

平成18年度（9～3月）
平成19年度（4～9月）

139日
124日

17便
17便

2,272人
2,438人

16.35人
19.66人

0.96人
1.16人

試行運行年度 試行日数 便数（日） 乗車人数 1日当たりの
平均乗車人数

1便当たりの
平均乗車人数

平成18年度（9～3月）
平成19年度（4～9月）

139日
124日

17便
17便

2,929人
3,033人

21.07人
24.46人

1.24人
1.44人

※平成18年9月1日までは15便（日）

のコミュニティバスは

来年３月31日で終了します

案
件
名
　
　

　
甲
府
都
市
計
画
・
韮
崎
都
市
計
画
（
公

　
共
下
水
道
）の
変
更

縦
覧
期
間

　
11
月
14
日（
水
）〜
27
日（
火
）
　
　
　

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
た
だ
し
、
土
日
祝
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所

　
下
水
道
課

意
見
書
の
提
出

　
　
変
更
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る

　
人
は
、
縦
覧
期
間
終
了
ま
で
に
意
見

　
の
要
旨
お
よ
び
そ
の
理
由
、
住
所
、

　
氏
名
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
意
見
書
の
提
出
が
で
き
る

　
人
は
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
お
よ

　
び
利
害
関
係
者
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
　
　
下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

　
　
　
1
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
0

（
竜
王
庁
舎
2
階
　
番
窓
口
）

　甲
府
都
市
計
画
・
韮
崎
都
市
計
画

（
公
共
下
水
道
）の
変
更
案
の

　縦
覧
を
行
い
ま
す

9



10

市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など順番に紹介しています。

団子（小池久自治会長）
団子自治会は、双葉地区の北部に位置

し、北東にサントリー登美の丘ワイナリ
ー、南に双葉東小学校がある地域にあり
ます。十数年前は、約150世帯の自治会
でしたが、現在は新しい区民の増加によ
り291世帯と双葉地区最大の自治会にな
っています。自治会では区民の親睦を深
めるため、一年を通じて様々な行事を開
催しています。４月の第一日曜日に開催
された文化祭は、今年で19回目を迎え
た団子自治会の一大イベントです。数日

前から役員により
準備が進められ、
当日は舞台づくり
やテント張り、催
し物は、川柳句
会 ・ 民 謡 ・ 舞
踊・カラオケ大
会、また、各団
体や各組長等に
より、焼きそ
ば・綿菓子・おで
んなどの出店が行
われました。
今年は、
天候に
恵 ま

れ３年振りに公民館前広場で開催
され、多くの区民が参加し
大変盛り上がりました。
７月15日には道祖

神祭と祇園祭が行わ
れました。この祭り
は古くから一緒に行
われており、当地区
は常習干ばつ地区のた
め、雨乞いの祈願ともいわれています。
大人は道祖神を祭り、祭詩を奉納し地区内に悪病
が入らないよう厄除けを行い、子どもたちが神輿
をねり、各家を回り家内の安泰を祈願します。
自治会では、このような行事を通じて一人でも

多くの区民のみ
なさんが参加し
てくれることで、
地域のふれあい
が深まり今以上
にまとまりが良
くなればと思っ
ています。

松島団地（中川誠自治会長）
松島団地自治会は、敷島地区の南西

部に位置し一級河川の貢川が西を流れ
る地域にあります。県住宅供給公社が
昭和54年度より団地用地の造成工事に
着手し、昭和55年度に第１期分譲住宅
として50戸を建設、新興住宅地として
誕生しました。住宅建設は、第１期以
降８年間の年月をかけ昭和62年度に
272戸の建設が行われ、現在の松島団
地としての団地構成が完了しました。
松島団地が誕生して既に四半世紀を

経過した今日、自治会では、会員の親睦と相互
扶助の精神をもっ
て共同福祉の増
進、地方自治

の よ り 民
主的な運
営の確立、
地域環境
の整備
と住みよい町づくりの実現などの取
り組みを基本に、各催しを積極的
に推進しています。老若男女が多
数参加する夏祭りをはじめ、会員

の健康増進を目的に行われる
３B体操やグラウンド
ゴルフ大会などの実施
を図る中で、より会
員間の親睦を深め連
帯感を高めています。
また、現在55名の会

員がいる老人クラブも自
治会活動の中心となり、活発な活動を行
っています。健康保持を目的とした「歩
け歩け・
ラ ジ オ 体

操」の事業や地
域環境美化の奉
仕活動として、
「公民館や道路の
清掃」、文化サー
クル活動では「い
きいきサロン・
コーラス」などを
開催し、一年を
通して会員のみ
なさんが楽しく
過ごせるよう取
り組んでいます。
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国際交流　タラマラハイスクール来市
オーストラリア・タラマラハイスクールの生徒15名と引
率教師２名が交換短期留学生として来市。９月28日から
10月８日まで、市内にホームステイし、ホストファミリ
ーやこれまで交流の深い敷島中学校を訪れ、生徒たちと
交流を深めました。

ブライアン・ボ
ンザーさんと小
林由季さんは、
甲斐市（旧竜王
町）が実施して
いる国際交流事
業がきっかけで
知り合い、９月
15日にご結婚
されました。ブ

ライアンさんは、甲斐市と姉妹都市関係に
あるアメリカ・アイオワ州キオカック市と
の交流事業で、平成８年８月から旧竜王町
の英語指導助手として派遣され、平成13年
７月まで滞在していました。由季さんの家
が甲斐市篠原であることから、二人は知り
合いめでたくゴールイン。お二人は現在、
仕事の関係でアメリカ・ユタ州モアブ市に
お住まいです。

国際交流からカップル誕生

～とびだそう青空のもとへ～
テーマは“子ども”。澄みきった秋空のもと、子どもたち
のとびきりの笑顔が会場いっぱいにあふれていました。
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スポーツの秋、各地で運動会　９月・10月●

●10月13・14日　竜王中部公民館まつり

敬老福祉大会
９月14日●

秋の夜長　ジャズコンサート　10月６日●

双葉農の駅加工所でジャム作り体験教室が行われ、
地元で採れたぶどうやさくらんぼを食材に参加者が
ジャム作りに挑戦しました。さくらんぼは、「紅秀
峰」という
新品種の高
級品を使っ
た贅沢なそ
の味に「と
ても美味し
い」と参加
者は驚いて
いました。

双葉ふれあい文化館において、ボーカルｍｅｇ．さ
ん、ピアノの古谷淳さん（両名とも県内出身）の二人
によるふれあいロビーコンサートが開かれました。
会場には、秋の夜長にぴったりの洗練されたジャズ
が聴けるとあって、ロビーコンサートでは過去最高
となる170名ほどの人が訪れました。落ち着いた雰
囲 気 の な
か 、 詰 め
掛 け た み
な さ ん は
ゆ っ た り
と ジ ャ ズ
の 世 界 に
親 し ん で
いました。

竜王中部公民館で、第22回「竜王中部ふれあいまつり」が開
催されました。展示発表では、陶芸・ちぎり絵・かな書道な
どが展示され、舞台発表では19団体が舞踊やカラオケ、フォ
ークダンスなど普段の練習の成果を披露しました。また、屋
外では模擬店や販売コーナー、子どものそとあそびコーナー
が設けられ、多くの親子連れで賑わいました。

第３回甲斐市敬老福祉大会が県民
文化ホールを会場に催され、市内
の高齢者や障害者など約1,500人
がステージで繰り広げられたアト
ラクションを楽しみました。
芸能ショーでは「おぼんこぼん」
による漫才ショー、「玉川カルテ
ット」の歌謡浪曲ショーに会場は
笑い声に包まれ、笑顔いっぱいの
楽しいひとときを過ごしました。

敷島南小学校

竜王南保育園

玉幡小学校

高齢者運動会

スポーツの秋、市内の保育園や小学校など各所で運動会が開催され
ました。保育園では、鼓笛隊や親子競技・メートル競争などが行わ
れ親子で楽しみました。また、小学校では応援合戦や組み立て体
操・リレーなどが行われ、各組が勝利に向け気持ちが一つにまとま
り、競技に取り組んでいました。高齢者運動会では、380名の参加
者が秋空の下で対抗競技を行い、和気あいあいとした雰囲気の中に
も真剣に取り組んでいました。

●10月13日　ジャム作りに挑戦
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ながつかパトロール隊出発式　10月10日●

●10月15日　
竜王北小学校前横断歩道橋が完成　

●９月23日　柳荘大弐学問まつり

敷島南小学校校庭にお
いて、長塚地区の自主
防犯組織「ながつかパ
トロール隊」の出発式
が行われました。パト
ロール隊は、これまで
別々で行ってきた各種
団体の防犯活動を一本
化して結成。自治会の
有志など約110名で構成され、同校学区内の子どもや高齢者を
はじめ、地域住民が犯罪に巻き込まれないよう青色回転灯を装
着した自動車で児童の登下校時や夜間のパトロールを行います。

吉沢地区子どもクラブとその指導者のみ
なさんが、子どもクラブで行うキャンプ
や地域のイベント時に食べるために植え
た稲の収穫を行いました。指導者の方た
ちは子どもたちに農業の大切さを知って
もらおうと、おばあちゃんたちに農業指
導を依頼。三世代が交流を図りながら大
切に育ててきたお米の収穫を、みんなで
喜びました。

江戸中期の学者・山県大弐をしのぶ「柳荘大弐学問まつり」が山県神
社周辺で行われました。威勢のいい大人神輿とかわいらしい子ども神
輿が参道を練り歩き、学問神輿からは学問成就を祈願した紅白の福餅

が集まった人たちにまかれま
した。
神社前のステージでは信玄太
鼓や神楽、みゆきソコダイ踊
り、大弐を題材にしたミュー
ジカルを上演したJAAウイン
グシアター「劇団つばさ」の
メンバーによる歌などが披露
され、まつりを盛り上げてい
ました。

秋の全国交通安全運動の開所式に
おいて、市消防団員の雨宮文さん
が韮崎警察署の一日警察署長に委
嘱されました。
日原韮崎署長より委嘱された雨宮
さんは、一日署長として警察や交
通安全協会の関係者を前に「飲酒
運転の根絶」「シートベルトとチ
ャイルドシート着用の徹底」など
の推進を訴える訓示を行うなど大
役を務めました。

竜王北小学校前横断歩道橋は、国道20号の慢性的な交通渋滞
の緩和および自転車や歩行者の安全確保を目的とする、竜王
拡幅事業の一つとして歩道橋の架け替えが行われました。開
通日は、式典の後、竜王北小学校１・２年生による渡り初め
が行われ、児童たちが元気よく歩道橋を渡りました。

10月14日●
実りの秋、子どもクラブが稲刈り

●９月17日　　
市の女性消防団員が
一日警察署長を務める

双葉ふれあい文化館において、甲斐市文
化協会主催の講演会が開かれました。こ
の講演会は、市民文化事業の一環として
行われ、元ＮＨＫアナウンサーの宮川泰
夫さんがＮＨＫの昼番組「のど自慢」の
司会を12年間務めたエピソードをユーモ
アを交えながら話しました。

●10月13日　講演会



第４回甲斐市ターゲットバードゴルフ大
会結果報告
９月30日（日）釜無川スポーツ公園にて開催され、市
内から集まった30名が来年の県スポーツレクリエー
ション祭の代表権をかけ熱戦を繰り広げました。
◎一般の部
優勝 井上昇（97） 準優勝 井上香葉子（111）
◎シニアの部
優勝 土屋光春（67） 準優勝 浅川芳恵（68）
３位 清水收（69）
◎ゴールドシニアの部
優勝 依田利子（55） 準優勝 志村明夫（62）
３位 伊藤恒夫（64）
※敬称略、カッコ内はスコア。

第３回甲斐市ソ
フトボール祭り
結果報告
10月14日（日）第３回
ソフトボール祭が双
葉スポーツ公園を主
会場に開催され、27
チームが参加し熱
戦を繰り広げまし
た。結果は次のと
おりです。
Ａパート
優勝 双葉２区　
準優勝 下八幡

２区
Ｂパート
優勝 境区
準優勝 双葉９区

文部科学省生涯スポーツ功労者・優良団体
に本市から平林弘光さんと双葉サッカースポ
ーツ少年団が選ばれました。おめでとうござ
います。

平林さんは、市スポ
ーツ少年団本部長を務
め、敷島サッカースポー
ツ少年団の指導にあって
は設立当初から現在まで28
年間携わるなど、これまで地域の青少年健全
育成に尽力されてきました。また、県スポー
ツ少年団副本部長として国際交流やスポーツ
医科学の導入などに取り組んでいることが評
価されました。

双葉サッ
カースポー
ツ少年団は
平 成 1 3 ・
14年に全国
大会に出場
するなど、
各種大会で
の活躍や練習会場として使用している双葉ス
ポーツ公園のグラウンドや周辺のゴミ・空き
缶拾いなど、スポーツ活動を通して地域に貢
献していることが評価されたものです。

バスケットボール女子日本リーグ２部
に所属する甲府クィーンビーズは、甲斐
市をベースに活動しているリーグで唯一
のクラブチームです。
現在、１部リーグ昇格を目指し、10月

６日から始まったリーグ戦に奮闘中です。
地元で行われる試合に足を運び、みん

なで甲府クィーンビーズを応援しよう。

優勝チーム集合写真
上：双葉２区
下：境区
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 11月20日（火）

・学校体育施設（12月分） 午後７時～
・社会体育施設（１月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 11月27日（火）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（12月分）
・社会体育施設（１月分）

※敷島総合運動公園他目的運動場については芝不養
生のため、12月１日から３月31日まで休場します。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

第60回山梨県体育祭り結果報告
第60回山梨県体育祭り（冬季、夏季、秋季）が９月
23日に閉会しました。本市からは、44競技564名が
出場し市の部、第２位と健闘しました。
本市の成績は次のとおりです。
上位入賞種目
優勝 男子：水泳、柔道、空手道　

女子：卓球、バスケットボール
準優勝 男子：ソフトテニス、ソフトボール、

ボウリング、グラウンドゴルフ
女子：ソフトテニス、ソフトボール、テニス

第３位　男子：野球、バレーボール、バスケットボ
ール、バドミントン、剣道、テニス

女子：バドミントン、なぎなた

また、開会式の席上、山梨県体育功労者の表彰が行
われ、本市からは３名が長年の功績によって表彰さ
れました。おめでとうございました。

双葉B＆G海洋センターを市民開放します
市教育委員会では、今年度温水プールとしてリニ
ューアルした双葉B＆G海洋センターを市民に無料
で開放します。ご家族、友人と一緒にいい汗をか
きませんか。
開放日 11月17日（土）・24日（土）

午後１時～５時
申込方法 当日会場にて受け付け

B＆G海洋センタープール日程表
開館期間 双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター

開館中　11月30日（金）まで
開館時間 午前10時～正午（午前の部）

午後１時～５時（午後の部）
午後６時～９時（夜間の部）

注意事項　　　　　　　 料金表
・入泳する際には、スイ
ミングキャップの着用が
義務付けられています。
・幼児および夜間の小中
学生の利用は、必ず保護
者同伴でお願いします。
■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課　

0551（20）3656

○双葉B＆G海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

花田　直人さん

日本陸連Ａ級審判員の
資格を持ち、旧北巨摩
郡・甲斐市陸上競技協会
の役員を歴任、組織の強
化と競技の普及に努めら
れました。

炭田久美子さん

バスケットボール選
手・監督として国体など
で活躍。ジュニアの指導
クリニックに参加するな
ど、競技の普及、発展に
寄与されました。

吉岡　富江さん

日本体協公認Ｃ級指導
員としてスポーツ少年団
を指導すると同時に旧竜
王町・甲斐市バレーボー
ル協会の役員を務め、地
域スポーツの振興に寄与
されました。

山梨県体育功労者　受賞のみなさん

15
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～ライブ・フェスタ・甲斐2007～図書館まつり

●竜王会場
○朗読をあなたに
日時 11月２日（金）午後７時30

分開演（午後７時開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室
内容　『花の顔（かんばせ）』「椿

山」より　乙川優三郎 著
『朝の蛇』「蝉しぐれ」より
藤沢周平 著　『魔女のパ
ン』「オーヘンリー ショー
トストーリー セレクショ
ン」より　o・ヘンリー 著

出演 清水章子氏、横内藤子氏、ね
の会、みどりの風

○上映会「ゲゲゲの鬼太郎」
2007年/日本/103分　監督
/本木克英　主演/ウエンツ
瑛士、井上真央　他

日時 11月３日（土）午後１時30
分開演（午後１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室

○魔女のおはなしパーティー
日時 11月４日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室

内容　おはなし、手袋人形、パネ
ルシアター、工作など

出演 アリスの部屋、ききみみず
きんおはなしの会、職員

○アニメーション
「ぐるんぱのようちえん」

日時 11月４日（日）魔女のおは
なしパーティー終了後

場所 竜王図書館２階視聴覚室

○絵本作家長野ヒデ子さん講演会
“私の絵本と紙芝居が生まれるまで”
日時 11月11日（日）午後１時30

分開演（午後１時開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室
内容　「おかあさんがおかあさん

になった日」、「せとうちた
いこさん」シリーズでお馴
染みの長野ヒデ子さんが作
品を生み出す背景などを語
る。講演会終了後、サイン
会を予定。

※まだ席に余裕があります。申込
受付中。（定員になり次第締切）

○古本と雑誌のバックナンバー市
日時 11月３日（土）・４日（日）

午前10時～午後４時
場所 竜王図書館前
内容 古本と雑誌のバックナンバー

（2003年４月～2004年３月）
をどれでも10円でどうぞ

○フリーマーケット
日時 11月３日（土）・４日（日）

午前10時～午後４時
※雨天中止　

場所 竜王図書館前

●敷島会場
○ライライくんのスタンプラリー
日時 10月27日（土）～11月29日（木）
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 色々な本を読んで図書館は

かせになろう！読み終わっ
て良かった本をお友だちに
しょうかいしてね。スタン
プを５コ集めると手作りの
きねんひんがもらえるよ。

■申し込み・問い合わせは…
敷島図書館　 055（277）9955

甲斐市立図書館では、読書週間（10月27日～11月９日）にあわせ、図書館まつりを開催いたします。

竜王西児童館
　055（279）3731

竜王東児童センター
　055（278）1178

竜 王 北児童館
　055（279）1911

玉 幡 児 童 館
　055（276）9656

竜 王 南児童館
　055（279）7666

敷島みなみ児童館
　055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
　055（277）9220

敷島なかよし児童館
　055（277）1121

双 葉 西児童館
　0551（28）4588

双 葉 東児童館
　0551（28）1214

2
5
6
7
8
9
10
12
13
14
15
16
17
19
20
21
22
24
26
27
28
29
30

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（月）

（火）
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子育て相談日
10：00

ビーズ工作
10：00

子育て相談日
10：30

子育て相談日
10：00

子育て相談日
10：00

長縄とびで遊ぼう
15：30

ストリートダンス
15：30

おもちゃを作ろう
15：00

ナンバーリンク
15：30

読み聞かせ
15：30

ドミノをしよう
15：30

ポイントラリーゲーム
15：00

お話しの会
10：00

ゲートボール教室
13:30

手話ソング
10：00

プロジェクタービデオ
15：00

折り紙コンテスト
15：30

しゃぼんだまで遊ぼう
14：00

プラ板キーホルダー
10：00

ゲートボールであそぼう
10:00

ナンバーリンク
10：00

ナンバーリンク
10：00

簡単工作
15：30

大型絵本
15：30

きなこあめを作ろう
14：00

年賀状を書こう
15：30

なわとび大会
15：00

はがきを作ろう
14：00

ナンバーリンク
15：30

指紋スタンプあそび
10：00

表現クラブ
15：30

脳トレしよう
15：00

表現遊び
15：30

ボランティアの日
15：30

手話に触れよう
15：30

ボランティアの日
15：30

ミサンガ作り
14：00

ミサンガ作り
14：00

片足ずもう大会
15：30

ドミノ大会
15:30

ゲートボールをしよう
15:00

ペットボトルでアクセサリー作り
15:30

茶道にふれよう
15:00

茶道にふれよう
15:00

ナンバーリング
15:00

マジックパスを作ろう
15:30

読み聞かせ
15:00

大型紙芝居
15:00

ナンバーリンク
15:30

映画会　15:30

簡単工作
15:30

大型絵本
15:30
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対象 小学生
日時 11月17日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ ドラゴンって怖いのかな？
内容 お話、ブックトーク、工作

対象　幼児
日時　11月18日（日）

午後２時30分～
場所　竜王図書館おはなしコーナー
内容　大型紙芝居「ふしぎなおや

ま」、エプロンシアター、
手遊びなど

出演　帝京学園短期大学生

対象 ０歳～１歳６か月
日時 11月１日（木）、15日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 11月１日（木）、15日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

対象 幼児～
日時 11月３日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 11月15日（木）

午後１時30分～
場所 竜王図書館２階会議室
メニュー　　「富獄百景」太宰治 著 他
板前 ねの会
助っ人板前　虹の夢ふくろう

日時 11月８日（木）、22日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月～３歳
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～
日時 11月10日（土）、24日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

対象 小学生
日時 11月３日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、切り紙など

対象 就園前の乳幼児
日時 11月８日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 11月10日（土）・24日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

対象 幼児・小学生
日時 12月２日（日）

午後２時～３時（１時30分
開場）

場所 双葉ふれあい文化館ホール
内容 読み聞かせ、手遊び、クリス

マス音楽会など
出演 からっ風、ピッピの会、職員

『木更津キャツアイワールドシリーズ』
2006年/日本/131分　監
督/金子文紀　主演/岡田准
一、櫻井翔　他

日時 11月10日（土）午後１時
30分開演（１時開場）

場所 双葉ふれあい文化館ホール
定員 先着500名

『僕の彼女を紹介します』
2004年/韓国/123分　監
督/クァク・ジェヨン　主
演/チョン・ジヒョン、チ
ャン・ヒヨク　他

日時 11月25日（日）午後１時
30分開演（１時開場）

場所 敷島総合文化会館視聴覚室
定員 先着80名

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭　

キッズぷらねっと　
～ストーリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと
～ブックトーク編～

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

上映会のお知らせ

開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

11月のおやすみ 定例休館日 ５日（月）、12日（月）、19日（月）、26日（月）、
勤労感謝の日 23日（金）
月末整理日 30日（金）

※17日（土）は庁舎の電気点検に伴い、竜王図書館を除く、敷島・双葉図書館、
竜王中部・竜王南部公民館図書室は休館となります。

利用者のみなさんには大変ご迷惑をおかけしますがご理解をお願いします。

ワクワク！クリスマス会

お姉さんといっしょに遊ぼう
秋のおはなし会
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日
本
庭
園
は
、
主
に
池
泉

ち
せ
ん

、
石
組

い
わ
く

み
、
そ
れ
に
樹
木
な
ど
の
植
栽
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
庭
園
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
様
式
が
あ
り
、
大
き
く
は
池

泉
様
式
と
枯
山
水

か
れ
さ
ん
す
い

様
式
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
池
泉
様
式
を
細
分

す
る
と
舟
を
浮
か
べ
て
庭
を
内
側
か

ら
見
る
舟
遊
式
や
歩
き

な
が
ら
庭
を
見
て
回
る

回
遊
式
、
外
部
か
ら
庭

を
眺
め
る
鑑
賞
式
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

枯
山
水
様
式
は
主
と
し

て
鑑
賞
式
の
も
の
と
言
え
ま

す
。こ

れ
ら
の
分
類
か
ら
県
内

の
庭
園
を
見
て
い
く
と
、
甲

州
市
恵
林
寺
の
庭
（
国
指
定
名

勝
）は
回
遊
兼
鑑
賞
式
の
庭
園
、

甲
府
市
東
光
寺
の
庭
（
県
指
定

名
勝
）
は
枯
山
水
の
鑑
賞
式
庭

園
と
言
え
ま
す
。

竜
王
に
あ
る
慈
照
寺
庭
園

は
、
法
堂

は
っ
と
う（

県
指
定
建
造
物
）

の
北
側
に
あ
り
ま
す
。
土
地

の
面
積
は
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
北
か
ら
南
に
か
け
て
斜
面
と
な

っ
て
い
ま
す
。

庭
園
内
に
は
、
石
灯
籠
や
石
が
配

さ
れ
て
い
る
ほ
か
前
面
に
刈
り
込
み

の
低
木
、
後
方
北
側
の
高
所
に
は
、

背
の
高
い
樹
木
と
ツ
ツ
ジ
、
サ
ル
ス

ベ
リ
、
カ
シ
、
桜
、
松
な
ど
数
種
の

樹
を
配
置
よ
く
植
栽
し
、
自
然
の
傾

斜
を
生
か
し
て
整
形
さ
れ
た
枯
山
水

の
鑑
賞
式
庭
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
庭
園
は
、
寺
に
残
る

古
文
書
か
ら
、
元
文
二
年
（
１
７
３

７
）
尾
張
の
国
の
須
頭
元
二
と
い
う

庭
師
を
呼
ん
で
作
庭
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

県
道
韮
崎
昇
仙
峡
線
の
韮
崎
市
と

の
市
境
に
あ
る
ホ
ッ
チ
峠
周
辺
か
ら

は
、
大
き
さ
２
〜
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
球
状
で
、
外
側
は
黄
褐
色
、

内
側
は
黒
褐
色
の
石
が
産
出
し
ま

す
。
そ
の
形
や
色
が
饅
頭
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
「
饅
頭
石
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
石
は
今
か
ら
数
十
万
年
前
、

活
動
を
停
止
し
た
黒
富
士
火
山
の
黒

褐
色
の
火
山
岩
が
浸
食
な
ど
に
よ
っ

て
球
状
の
小
礫
と
な
り
、
そ
の
周
り

に
黄
褐
色
の
凝
灰
岩
な
ど
の
風
化
砂

が
付
着
し
、
長
い
年

月
を
か
け
て
形
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

饅
頭
石
は
こ
の
他

に
も
ホ
ッ
チ
峠
西
方

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
饅
頭
峠
な
ど

で
も
産
出
し
、
ま
た
南
方
約
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
団
子
新
居
地
区
の
山
中

（
甲
斐
芙
蓉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
敷

地
内
）
で
は
大
き
さ
が
１
〜
２
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
同
じ
よ
う
に
形

成
さ
れ
た
「
団
子
石
」
が
産
出
し
、

団
子
新
居
の
地
名
の
由
来
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

饅
頭
石
（
団
子
石
も
含
む
）
の
埋
蔵

量
は
不
明
で
す
が
、
近
年
は
表
面
採

集
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

慈
照
寺
庭
園

じ
し
ょ
う
じ
て
い
え
ん

市
指
定
名
勝

昭
和
58
年
5
月
6
日
指
定

ホ
ッ
チ
峠
の
饅
頭
石

ま
ん
じ
ゅ
う
い
し

市
指
定
天
然
記
念
物

昭
和
45
年
10
月
1
日
指
定
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職
種

保
健
師
ま
た
は
看
護
師

応
募
資
格

・
保
健
師
に
つ
い
て
は
保
健
師
の
資
格

を
有
す
る
者

・
看
護
師
に
つ
い
て
は
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
者
で
、
か
つ
介
護
支
援
専

門
員
の
資
格
を
有
す
る
者

業
務
内
容

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

給
与
等

市
臨
時
職
員
取
扱
要
綱
に
よ
る

採
用
日
　
平
成
20
年
２
月
１
日

■
問
い
合
わ
せ
は
…
業
務
内
容
に
つ
い

て
は
　
高
齢
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

任
用
条
件
に
つ
い
て
は

人
事
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

職
種

介
護
支
援
専
門
員

応
募
資
格

保
健
師
も
し
く
は
看
護
師
ま
た
は
介

護
支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
者

※
認
定
調
査
員
研
修
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

業
務
内
容

認
定
調
査
（
認
定
を
す
る
た
め
の
資
料

に
基
づ
く
訪
問
調
査
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
高
齢
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

市
お
よ
び
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整

の
し
か
た
並
び
に
法
定
調
書
・
給
与
支

払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
方
法
な
ど
の

事
務
手
続
き
を
円
滑
に
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

関
係
書
類
等
を
ご
持
参
の
上
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
16
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
は
…
税
務
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

甲
府
税
務
署

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

を
無
料
で
取
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

修
理
内
容
に
よ
り
別
途
修
理
費
が
か
か

り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
が
身
分
証
を
携
帯
し
て
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

に
自
動
車
等
の
障
害
物
や
庭
で
の
ペ
ッ

ト
の
放
し
飼
い
で
作
業
が
困
難
と
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
作
業
し
や
す
い
状

態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

対
象
区
域

竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区

※
該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
事
前
に
委
託

業
者
か
ら
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

下
水
道
の
使
用
料
は
、
上
水
道
の
使

用
量
を
基
本
と
し
て
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
井
戸
水
を
お
風
呂
や
台
所

な
ど
日
常
生
活
に
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
使
用
料
の
算
定
方
式
が
異
な
り
、

世
帯
人
数
に
よ
り
水
量
を
認
定
し
計
算

し
て
い
ま
す
。

世
帯
人
数
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
は
、

下
水
道
課
へ
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
井
戸
水
を
利
用
し
て
下
水
道
に
汚

水
を
流
す
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
下
水
道
整
備
地
区
に
お
住
ま

い
で
下
水
道
へ
接
続
し
て
い
な
い
人
は
、

お
早
め
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
の
限
度
額
を
80
万
円

ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。（
平
成
19
年
度

供
用
開
始
地
区
）

供
用
開
始
か
ら
早
期
に
下
水
道
へ
接

続
す
る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利

子
で
借
り
ら
れ
る
有
利
な
制
度
で
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
80
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
下
水

道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使
用
者
に

対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便
所
改
造

助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
貸
住
宅
に

つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住 民 基 本 台 帳 の 閲 覧 結 果
（平成19年９月）

■申請者　NHK放送文化研究所
■閲覧の目的　「デジタル放送に関　
する調査」の対象者抽出のため

■閲覧結果の公表時期とその媒体名　
平成20年３月頃、NHK出版物　
「放送研究と調査」にて公表
■閲覧地域　島上条
■閲覧件数　20件

臨
時
職
員
募
集

下
水
道
課
か
ら

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
充
実

介
護
認
定
調
査
員
募
集

平
成
19
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に
つ
い
て

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

〜
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
お
願
い
〜

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎



敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
上

下
水
道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か

ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は

別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
絡
事
項

住
所
、
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

①
甲
府
市
上
下
水
道
局
に
連
絡

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

②
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー

ム
・
食
堂
が
あ
り
、
甲
斐
市
在
住
（
３
歳

未
満
）
の
親
子
が
自
由
に
使
え
ま
す
。
す

べ
り
台
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
絵
本
も
充

実
。
土
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分
　

対
象
年
齢

火
曜
・
水
曜
　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

木
曜
・
金
曜

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

日
時

11
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象１

歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
児
の
親
子

講
師

窪
田
音
楽
教
室

窪
田
敏
子
さ
ん

定
員

15
名
（
予
約
制
）

申
込
受
付

11
月
１
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

窓
口
で
直
接
受
付
。（
電
話
は
不
可
）

お
や
つ
作
り
を
通
し
て
、
食
育
に
目

を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

11
月
20
日
（
火
）
・
21
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

対
象

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
の
親
子

指
導
者

甲
斐
市
食
生
活
改
善
推
進
員

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
料

３
０
０
円

定
員

各
５
組
（
予
約
制
）

申
込
受
付

11
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
〜

窓
口
で
直
接
受
付
。（
電
話
は
不
可
）

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

子
育
て
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
子

ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
・
子
育
て
講
演

会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
敷
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

来
年
の
成
人
式
は
「
成
人
の
日
」
前
日

の
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
お
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
20
年
１
月
13
日
（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
〜

式
典
　
午
前
10
時
〜

場
所

ア
ピ
オ

（
昭
和
町
西
条
３
６
０
０
）

対
象

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
予
約
制
）
が
あ
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
12
月
20
日

（
木
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　
　
　

来
年
４
月
に
入
園
を
希
望
す
る
保
護

者
へ
、
申
込
書
等
関
係
書
類
の
配
布
を

行
い
ま
す
。

配
布
期
間

11
月
26
日
（
月
）
〜

配
布
場
所

敷
島
庁
舎
（
子
育
て
支
援
課
）、
竜

王
・
双
葉
支
所
各
地
域
課
、
市
内
各

保
育
園

※
入
園
申
し
込
み
お
よ
び
個
別
面
談
の

期
間
は
、
12
月
６
日
（
木
）
〜
19
日

（
水
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
誌
12
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
敷
　
　

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
双
　
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

募
集
住
宅

市
営
田
畑
団
地
１
号
棟
１
０
６
号
﹇
３

D
K
﹈・
２
号
棟
２
０
３
号
﹇
３
D
K
﹈

（
甲
斐
市
宇
津
谷
４
６
５
８
番
地
２
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

平
成
20
年
成
人
式
の
お
し
ら
せ

子
育
て
ひ
ろ
ば

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

子
育
て
相
談

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

お
楽
し
み
お
や
つ
作
り

敷
島
地
区
下
水
道
使
用
料

平
成
20
年
度
保
育
園
新
規
入
園
児
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

20

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
情
報



募
集
方
法

申
込
用
紙
を
建
設
課
、
双
葉
・
敷
島

支
所
各
地
域
課
で
配
布
し
ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
居
者
は
入
居
条
件
等
審
査
の
う
え

決
定
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

11
月
１
日
（
木
）
〜
14
日
（
水
）

土
･
日
･
祝
日
を
除
く
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

抽
選
日（
予
定
）

11
月
22
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
建
設
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

大
規
模
な
災
害
が
甲
斐
市
に
起
き
た

こ
と
を
想
定
し
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に

活
動
の
で
き
る
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

役
割
が
大
変
重
要
で
す
。
是
非
こ
の
機

会
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

12
月
19
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

敷
島
総
合
体
育
館

申
込
期
日

11
月
30
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

展
示

水
彩
の
会
（
水
彩
画
）

期
間

12
月
13
日
（
木
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

展
示

あ
や
め
会
（
ち
ぎ
り
絵
）

期
間

12
月
21
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、

活
動
発
表
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
交
流
を
図
り
ま
す
。

日
時

12
月
２
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
料

１
０
０
円

対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の

あ
る
人

内
容

双
葉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活

動
発
表
、
朗
読
発
表
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
お
楽
し
み
抽
選
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所
　
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

３
回
目
と
な
る
今
年
は
竜
王
地
区
の

史
跡
や
名
所
を
巡
り
ま
す
。

主
催

市
教
育
委
員
会
他

日
時

11
月
４
日
（
日
）

午
前
８
時
受
付

※
小
雨
決
行

コ
ー
ス

釜
無
川
森
林
公
園（
集
合
・
ス
タ
ー
ト
）

〜
三
社
神
社
〜
赤
坂
台
総
合
公
園
〜

慈
照
寺
〜
山
縣
神
社
〜
釜
無
川
森
林

公
園
（
ゴ
ー
ル
）

※
全
行
程
約
９
・
５
km

参
加
料

無
料

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
代
表
者
の

氏
名
・
住
所
と
参
加
人
数
を
記
入
の

う
え
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
申
し
込
み
。

※
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

〒
４
０
０
ー
０
１
０
５

甲
斐
市
下
今
井
２
３
６
ー
２

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

芝
生
の
上
で
親
子
や
友
達
ど
う
し
気

持
ち
の
良
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
教
育
委
員
会

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

工　事　名 業　者　名工事場所
（大字）

工　期
（契約翌日～）

請負金額（円）担当課

梅ノ木線道路舗装工事

前屋１号線道路舗装工事

上篠原玉小線道路側溝設置工事

三味堂村上線道路改良工事

富竹新田地内グレーチング設置工事

吉沢寺平地内水路新設工事

甲斐市公共下水道 管渠布設工事（竜19－4工区）

甲斐市公共下水道 管渠布設工事（竜19－7工区）

甲斐市公共下水道 管渠布設工事（敷19－5工区）

甲斐市公共下水道 管渠布設工事（敷19－9工区）

甲斐市公共下水道 管渠布設工事（敷19－11工区）

四谷建設㈱

㈱高山建設

㈲竹田土木

滝口建設㈱

㈲押領司建設

㈲三井建設

㈲盟悠開発

羽黒工業㈱

松島建設㈱

大日興業㈱

井上工業㈱

西八幡地内

下福沢地内

西八幡地内

大下条地内

富竹新田地内

吉沢地内

竜王地内

富竹新田地内

島上条地内

島上条地内

長塚地内

平成19年11月30日

平成19年11月30日

平成19年11月30日

平成19年11月30日

平成19年10月31日

平成19年11月30日

平成19年11月20日

平成20年 2月29日

平成20年 2月29日

平成20年 2月29日

平成20年 2月29日

4,725,000円

4,462,500円

2,499,000円

2,625,000円

1,806,000円

966,000円

2,866,500円

37,695,000円

27,825,000円

22,155,000円

11,319,000円

平成19年8月30日　入札

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
広
場
を
開
設
し
ま
す

竜
王
南
部
公
民
館

竜
王
中
部
公
民
館

市
町
村
災
害
救
援
Ｖ
セ
ン
タ
ー

設
置
運
営
訓
練

甲
斐
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
甲
斐
市

21

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談
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日
時

11
月
10
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

内
容芝

生
公
園
内
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
て

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
専
用
球
を
貸
し
出

し
ま
す
の
で
、
自
由
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
市
体
育
協
会
野
球
部

員
が
基
礎
を
指
導
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料
（
当
日
受
付
）

持
ち
物

グ
ロ
ー
ブ
の
あ
る
人
は
持
参

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

恒
例
と
な
っ
た
市
駅
伝
大
会
を
11
月

18
日
（
日
）
に
開
催
。
駅
伝
大
会
終
了
後

に
オ
ー
プ
ン
参
加
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を

行
い
ま
す
。
駅
伝
に
参
加
し
な
い
人
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時

11
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
45
分
受
付
　

午
前
11
時
30
分
ス
タ
ー
ト

場
所

敷
島
総
合
公
園
運
動
場

（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

距
離

２
km

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者

参
加
料

無
料
（
当
日
受
付
）

競
技
方
法

年
齢
層
別
に
上
位
の
タ
イ
ム
を
測
定

申
込
方
法

当
日
会
場
に
て
受
け
付
け

■
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６
　

初
心
者
や
シ
ニ
ア
の
人
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。

主
催

市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
部

日
時11

月
14
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
（
11
月

28
日
を
除
く
）
の
毎
週
水
曜
日
（
計
４

回
）

午
後
８
時
〜
10
時

場
所

竜
王
体
育
館

対
象

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

定
員

20
名

持
ち
物

体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
。

指
導
者

県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
指
導
員

申
込
期
日
　
11
月
13
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
競
技
で
す
。

主
催市

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
部

日
時

11
月
25
日
（
日
）

午
前
９
時
受
付
　

※
小
雨
決
行

場
所

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

講
師

県
お
よ
び
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
部
員

参
加
料

無
料

そ
の
他

用
具
の
貸
し
出
し
あ
り

申
込
期
日

11
月
15
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５

支
部
内
、
ま
た
は
気
の
合
う
仲
間
ど

う
し
で
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時

11
月
25
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

会
場

・
男
子
の
部

竜
王
小
、
玉
幡
中
体
育
館

・
女
子
の
部

竜
王
小
、
竜
王
、
竜
王
北
小
体
育
館

出
場
資
格

市
内
在
住
者

（
全
日
制
の
高
校
生
以
下
は
除
く
）

チ
ー
ム
編
成

男
子
、
女
子
（
９
人
制
と
し
、
各
支
部

単
位
お
よ
び
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
す
る
）

参
加
料

１
チ
ー
ム
　
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法

11
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
書
を
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
に
提
出

※
大
会
要
項
・
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

監
督
会
議

11
月
20
日
（
火
）
午
後
７
時
30
分
〜
　

竜
王
北
部
公
民
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
等
の
問

題
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
「
や
ま
な
し
食

育
推
進
計
画
」
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
学
び
ま
す
。

日
時

11
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

30
名

受
付
期
間

11
月
５
日
（
月
）
〜
14
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

市
で
は
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と

共
催
で
環
境
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

11
月
20
日
（
火
）

第
４
回
甲
斐
市
駅
伝
大
会
付
属
　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
参
加
者
募
集

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
初
心
者
　

講
習
会
参
加
者
募
集

第
４
回
甲
斐
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
り

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
４
回
消
費
者
講
座「
食
育
の
推
進
」

環
境
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
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内
容

「
ス
ト
ッ
プ
お
ん
だ
ん
館
」（
東

京
都
港
区
）
に
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験

定
員

40
名
（
市
内
在
住
者
）

参
加
料

２
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

申
込
方
法

11
月
５
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

受
付
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

環
境
課
双
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
３

料
理
を
つ
く
る
楽
し
さ
を
体
験
し
な

が
ら
、
家
庭
内
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

主
催

甲
斐
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
推
進

委
員
会

後
援

甲
斐
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

日
時

11
月
26
日
（
月)

午
後
７
時
〜

場
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
男
性

定
員

28
名
　

参
加
料

無
料

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
頭
を
お

お
う
も
の)

、
手
を
ふ
く
タ
オ
ル

講
師

市
栄
養
士

申
込
方
法

11
月
５
日
（
月
）
か
ら
電
話
受
付

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

●公民館ふれあい講座(後期）
■受付開始…11月6日（火）　午前9時から電話で受付（定員になり次第締切）
■受講料…無料（講座により教材費がかかります）
■受講対象者…市内在住者および市内に勤務されている18歳以上の人（一部小学生以上を対象）

■竜王北部公民館　■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館　 055（276）7511

■竜王中部公民館　■申し込み・問い合わせは…竜王中部公民館　 055（276）5782

■竜王南部公民館　■申し込み・問い合わせは…竜王南部公民館　 055（276）0711

① 20人男の手料理
－今夜のおかず－

管理栄養士
輿石　睦子

和食､中華､洋風とバラエティに富んだ内容で､
簡単に出来､おかずだけでなく､酒のつまみも
作ります。

全3回　11月22日･29日(木）
12月６日(木）　午前9時30分
～正午

3,000円　エプロン、三角
巾、筆記用具持ち帰り用タッ
パー

①
親子
12組

親子で挑戦
クリスマスを彩るお菓子づくり

Ｍasakoお菓子教室
萩原　雅子

毎年楽しみにしているクリスマス。そのテーブ
ルを彩るケーキづくりに挑戦してみましょう。
※小学生以上の親子を対象

全４回 11月17日・24日、12月
8日・15日の土曜日 午前10時
～正午

5,000円　エプロン　タ
オル　三角巾　ハンドミキ
サー（持参できる人）

① 20人押し花基礎講座 押し花創作家
荻原　道子

花押しの技法を学び、身近な花で押し花アート
を楽しみませんか。小物やインテリア雑貨、手
作りカードにアレンジする仕方を学びます。

全2回　11月21日と12月5日
の2日間　水曜日　午後1時～
3時

1,500円／ティシュペー
パー、新聞紙、押す花（芯の
薄い花）

② 50人味噌作り体験講座 味噌、麹醸造
石原　彦八

プロから学んで、これぞ我が家の味と自慢でき
る「みそ」を作ります。国内産大豆、天日塩、米麹
にこだわり作ります。

全1回　11月24日　土曜日　
午後1時30分～3時30分

1セット（５ｋｇ）２、２００円/
エプロン、８リットル容器

③ 30人絵馬で干支を創ろう 和小物創作家
望月　初子

来年の干支は子（鼠）。絵馬に和布で木目込み風
に鼠をあしらいます。年に一度の制作行事として
継続し、十二支を集める楽しさも加えて下さい。

全1回　11月29日　木曜日　
午後1時～3時

1,000円／裁縫用具、ボン
ド

① 15人消しゴム版画で年賀状 日本遊印アート協会
深沢　洋子

誰でも簡単で楽しく作れます。今年は手作り「消
しゴム版画」の挿絵で、年賀状を作ってみては
いかがですか。（見本が公民館にあり）

11月22日（木）　午後1時30分
～3時30分

800円　カッター板　ぞ
うきん（タオル）　２Bエン
ピツ１本　エプロン

② 20人えと作り アトリエ「ひさこ」主宰
安藤　久子

樹脂粘土を使った可愛い来年の干支を１対作
ります。玄関に置くと福が来るとか。（見本が公
民館にあり）

12月6日（木）　午後1時30分
～3時30分

1,000円　タオル（お手拭）
ラップ

■双葉公民館　■申し込み・問い合わせは…双葉公民館　 0551（20）3666

ワープロ練習済みで、今年こそ年賀状を
パソコンでという人におすすめです。

午後の開講（全２回）
11月20（火）、27（火）
午後２時～５時

Word練習済みの人
（マウス操作・キー
ボード操作ができ
る人）

敷島公民館2階
研修室A
（敷島総合文化会館）

合計1,200円
かんたん年賀状素材集
2008年版（技術評論社）

補助テキスト
完成見本印刷代含む

かんたん。はがき素材集活用
年賀状作成講座
（WindowsXP使用）

20人①

素材集などをダウンロードして、彩り鮮
やかな年賀状を作成します。住所録から
宛名を印刷する方法も学びます。

夜間の開講（全２回）
11月27日（火）、30日(金)
午後６時30分～９時30分

WordおよびExcel
練習済みの人（マウ
ス操作・キーボード
操作ができる人）

敷島公民館2階
研修室A
（敷島総合文化会館）

合計1,300円
かんたん年賀状素材集
2008年版（技術評論社）

補助テキスト
完成見本印刷代含む

ワード・エクセルで作ろう
年賀状作成講座
（WindowsXP使用）

20人②

講　座　名 内　　　　　　容 日　　　時 場　所 対　　象 定員 教　材　費

●パソコン教室（11月開講）
■受講対象者…市内在住の成人
■申込方法…往復はがきに「パソコン教室申し込み」と記入のうえ
1．講座番号と講座名　2．氏名（ふりがな）と年齢　3．住所と電話番号　以上を明記
　して郵送してください。なお、応募多数の場合は11月13日（火）　午前10時から双
　葉公民館にて公開抽選会を実施します。（往復はがき以外の申し込みは抽選外）
　１つの講座につき、１枚の往復はがきで申し込みいただけます。
　パソコンの持ち込みはご遠慮ください。

締め切り　11月12日（月）必着
■申し込み・問い合わせは…
 〒400-0105　甲斐市下今井236-2
 甲斐市教育委員会　生涯学習文化課
 「パソコン教室担当」宛て
  0551（20）3658

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座

男
の
料
理
教
室（
初
級
編
）
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… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎



赤
ち
ゃ
ん
の
身
の
ま
わ
り
は
危
険
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
乳
幼
児
を
危
険
か
ら

守
る
た
め
の
知
識
を
楽
し
く
学
び
ま
し

ょ
う
。

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
家
族

日
時

11
月
15
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
９
時
30
分
よ
り
）

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
和
室

内
容乳

幼
児
の
た
め
の
救
急
法
・
親
子
体

操
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
助
産
師

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
・
お

し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
な
ど

講
師韮

崎
消
防
署
・
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

参
加
料

無
料

定
員

25
組
（
完
全
予
約
制
）

受
付

11
月
６
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

開
催
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

30
名

受
講
料

無
料

（
講
座
に
よ
り
材
料
費
が
か
か
り
ま
す
）

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

講
師
　
渡
辺
ひ
さ
子
さ
ん

材
料
費

１
、
０
０
０
円

持
ち
物

は
さ
み
、
ペ
ン
チ
（
な
く
て
も

よ
い
）

竜
王
教
室
　
11
月
１
日
（
木
）

敷
島
教
室
　
11
月
12
日
（
月
）

双
葉
教
室
　
11
月
14
日
（
水
）

●
絵
て
が
み
講
座

講
師

矢
崎
京
子
さ
ん

材
料
費

１
０
０
円

持
ち
物

絵
の
具
（
な
く
て
も
よ
い
）

竜
王
教
室
　
11
月
15
日
（
木
）

敷
島
教
室
　
11
月
26
日
（
月
）

双
葉
教
室
　
11
月
27
日
（
火
）

●
健
康
体
操
講
座

講
師

三
嶋
紀
美
子
さ
ん

受
講
料

無
料

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル

竜
王
教
室
　
12
月
11
日
（
火
）

敷
島
教
室
　
12
月
５
日
（
水
）

双
葉
教
室
　
12
月
12
日
（
水
）

○
場
所

竜
王
教
室
　
竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

敷
島
教
室
　
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

双
葉
教
室
　
双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
各
教
室
は
同
一
の
内
容
に
な
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
　

甲
府
地
方
法
務
局
お
よ
び
山
梨
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
の
日

常
で
起
こ
る
様
々
な
人
権
問
題
を
電
話

で
相
談
で
き
る
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

同
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
、
女
性

の
人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
全
国
一
斉
強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

期
間

11
月
12
日
（
月
）
〜
18
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
　

（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

相
談
担
当
者

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権

擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
　

０
５
５
（
２
５
２
）
７
２
３
９

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金

等
の
消
費
者
問
題
な
ど
を
受
け
付
け
ま

す
。手

元
に
あ
る
関
係
資
料
を
持
参
し
、

相
談
内
容
を
ま
と
め
て
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

11
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

10
名
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

申
込
受
付

11
月
13
日
（
火
）
午
後
５
時
40
分
〜
５

時
55
分
ま
で
電
話
受
付
（
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
の

業
務
時
間
内
で
受
付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

※
無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ

る
予
約
制
で
す
。

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所
（
甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０
　

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
丸
の
内

１
８
ー
５
・
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

・
法
テ
ラ
ス
（
甲
府
市
中
央
１
ー
12
ー
37

イ
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
１
階
）

※
資
力
の
乏
し
い
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

日
時
　
11
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

山
梨
県
司
法
書
士
会

高
齢
者
向
け「
ト
ラ
イ
２
０
０
７
」

親
子
の
遊
び
教
室

「
救
急
法
を
学
ぼ
う
」

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談

勤
労
感
謝
の
日
　
全
国
一
斉
賃
金
未

払
い
・
サ
ー
ビ
ス
残
業
１
１
０
番
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（
甲
府
市
北
口
１
ー
６
ー
７
）

※
当
日
は
、
面
談
に
よ
る
相
談
も
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
司
法
書
士

会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
５
３
）
６
９
０
０

11
月
11
日
〜
17
日
は
、
税
を
考
え
る

週
間
で
す
。

税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
私

た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
、
住
み

や
す
く
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
「
社
会
共
通
の
費
用
を
ま
か
な
う

会
費
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

税
に
関
す
る
書
道
展

期
間

11
月
７
日
（
水
）
〜
16
日
（
金
）

場
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

期
間

11
月
９
日
（
金
）
〜
19
日
（
月
）

場
所

甲
府
駅
コ
ン
コ
ー
ス

税
に
つ
い
て
の
作
文
の
展
示

期
間

11
月
９
日（
金
）
〜
19
日（
月
）

場
所

韮
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

税
理
士
会
に
よ
る
無
料
相
談

期
間

11
月
10
日
（
土
）
〜
11
日
（
日
）

場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

こ
ど
も
税
金
教
室

期
間

11
月
10
日
（
土
）
〜
11
日
（
日
）

場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
税
務
署

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

自
衛
隊
で
は
自
衛
隊
生
徒
・
２
等
陸

海
空
士
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
自
衛
隊
生
徒
　

入
隊
後
３
年
間
、
自
衛
官
と
し
て
必

要
な
教
育
や
各
種
訓
練
を
受
け
な
が
ら
、

一
般
高
校
と
同
じ
学
科
教
育
を
学
び
ま

す
。
生
徒
教
育
３
年
終
了
時
に
は
、
高

校
の
卒
業
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

資
格平

成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
、
中
卒（
見
込
み
）

受
付
期
間

11
月
１
日
（
木
）
〜
平
成
20
年
１
月
８

日
（
火
）

試
験
日

１
次
　
平
成
20
年
１
月
12
日
（
土
）

２
次
　
平
成
20
年
１
月
25
日
（
金
）
〜
　

28
日
（
月
）
の
１
日

合
格
発
表

１
次
　
平
成
20
年
１
月
21
日
（
月
）

２
次
　
平
成
20
年
２
月
19
日
（
火
）

●
２
等
陸
海
空
士

陸
上
（
技
術
系
を
除
く
）
は
２
年
、
海

上
・
航
空
は
３
年
を
１
任
期
と
し
て
任

用
（
以
降
２
年
を
１
任
期
）

資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

通
年

試
験
日

毎
月
実
施

11
月
20
日
（
火
）、
12
月
18
日
（
火
）、

平
成
20
年
１
月
25
日
（
金
）
予
定

採
用
日

平
成
20
年
３
月
予
定

■
問
い
合
わ
せ
は
…

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

０
５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
８
３
）
５
１
５
０

内
閣
府
で
は
、
悪
質
商
法
早
期
警
戒

情
報
（
通
称
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」）
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

配
信
内
容
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
消
費
生
活
相
談
の
現
場
で
キ
ャ
ッ

チ
し
た
警
戒
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
悪

質
商
法
で
す
。

情
報
を
受
信
す
る
た
め
に
は
登
録
が

必
要
で
す
。
希
望
す
る
人
は
ど
な
た
で

も
ご
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。「
見
守
り
新

鮮
情
報
」
で
悪
質
商
法
か
ら
高
齢
者
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

登
録
画
面
Ｕ
Ｒ
Ｌ

パ
ソ
コ
ン

https://m
ail.consum

er.go.jp/w
rp/

m
im

am
ori/form

/000001/regist

携
帯
電
話

https://m
ail.consum

er.go.jp/w
rp/

m
im

am
ori/m

a.cgi?a=
r&

g=
000002

■
問
い
合
わ
せ
は
…（
社
）
全
国
消
費
生

活
相
談
員
協
会
見
守
り
係

０
３
（
３
４
４
８
）
９
７
３
６

貸
出
教
材

16
ミ
リ
映
写
機
・
16
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
・
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ビ

デ
オ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・

ス
ク
リ
ー
ン
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
他

利
用
資
格

甲
府
市
・
甲
斐
市
・
中
央
市
・
昭
和

町
に
お
け
る
学
校
教
育
・
社
会
教

育
・
そ
の
他
の
機
関
お
よ
び
団
体

※
営
利
目
的
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

使
用
料

無
料

新
作
情
報

V
H
S

ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ
・
ア
ニ
メ

日
本
の
昔
は
な
し
・
オ
ズ
の
魔
法
使

い
の
交
通
安
全
・
大
地
震
発
生
！
他

Ｄ
Ｖ
Ｄ

手
塚
ア
ニ
メ
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ァ
イ
ナ

ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
は
た
ら
く
車
シ

リ
ー
ズ
・
ハ
ー
ド
ル
・
野
坂
昭
如
戦

争
童
話
集
他

申
込
方
法

利
用
す
る
団
体
の
責
任
者
が
所
定
の

申
込
書
に
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。
電
話
予
約
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

０
５
５
（
２
２
８
）
７
６
４
１

税
を
考
え
る
週
間

（
テ
ー
マ
　
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
）

平
成
19
年
度
採
用
自
衛
隊
生
徒

・
２
等
陸
海
空
士
募
集

「
見
守
り
新
鮮
情
報
」配
信
の
ご
案
内

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

生
涯
学
習
の
推
進
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
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富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
両

県
合
同
会
議
で
は
、
富
士
山
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、

全
国
か
ら
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

作
品
コ
ン
セ
プ
ト
は
…

①
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
富
士

山
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
も
の
。

②
世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
の
機
運
の
高

揚
が
図
ら
れ
る
も
の
。

応
募
方
法

①
作
品
を
描
い
た
郵
便
は
が
き
ま
た
は

Ａ
４
サ
イ
ズ
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
簡
単
な

制
作
意
図
を
明
記
し
、
郵
便
で
応
募
。

②
色
彩
は
自
由
。

③
郵
便
は
が
き
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
用

紙
１
枚
に
つ
き
１
作
品
。

④
応
募
点
数
は
、
一
人
５
点
ま
で
。

応
募
期
間

12
月
21
日
（
金
）
必
着

表
彰
　
最
優
秀
者
に
は
賞
金
10
万
円
な
ど

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
…

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
両

県
合
同
会
議
事
務
局

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
１
６

地
域
の
課
題
を
自
ら
発
見
し
解
決
の

参
考
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
関
心
の
あ
る
人
、
行
政
職
員

日
時

11
月
２
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

山
梨
県
自
治
会
館

（
甲
府
市
蓬
沢
１
ー
15
ー
35)

●
基
調
講
演

講
師
　
藻
谷
浩
介
さ
ん
（
日
本
政
策
投

資
銀
行
地
域
振
興
部
参
事
役
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

パ
ネ
リ
ス
ト

田
中
裕
さ
ん

（
四
菱
ま
ち
づ
く
り
総
合
研
究
室
代
表)

中
村
文
明
さ
ん

（
多
摩
川
源
流
研
究
所
長)

山
本
育
夫
さ
ん

（
N
P
O
法
人
つ
な
ぐ
代
表)

都
留
市
政
策
形
成
課
（「
教
育
首
都
つ

る
」
構
想
推
進)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

藻
谷
浩
介
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ
は
…
市
町
村
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
２
３

11
月
20
日
（
火
）
の
「
県
民
の
日
」
は
、

山
梨
県
の
誕
生
日
で
す
。
こ
の
「
県
民
の

日
」
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
各
種
の

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
記
念
行
事「
交
流
広
場
」

日
時

11
月
10
日
（
土
）
・
11
日
（
日)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

内
容

県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め
、

多
数
の
展
示
や
体
験
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
や
各
種
団
体
に
よ
る
活
動
内
容
の

発
表
の
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
県
有
施
設
の
無
料
開
放

日
時

11
月
20
日
（
火)

内
容

県
立
美
術
館
、
博
物
館
、
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県
有
施
設
で
、

観
覧
料
・
入
館
料
な
ど
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
民
の
日
記
念
行

事
実
行
委
員
会
事
務
局
（
県
民
生
活
課

内
）

０
５
５（
２
２
３
）１
３
５
０

対
象

60
歳
代
前
半
の
人

日
時

11
月
20
日
（
火
）
・
21
日
（
水
）
・

22
日
（
木
）
・
27
日
（
火
）
・
28
日
（
水
）

の
５
日
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
の
１
日
４
時
間

場
所

山
梨
リ
コ
ー
（
株
）
甲
府
事
業
所

（
甲
府
市
幸
町
23
ー
10
）

内
容

パ
ソ
コ
ン
中
級
・
会
計
ソ
フ
ト

（
P
C
A
）
講
習
（
第
２
期
）

定
員

15
名

申
込
期
限

11
月
９
日
（
金
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
９
）
６
６
２
６

対
象

言
語
障
害
者
（
失
語
者
、
構
音
障

害
な
ど
）
お
よ
び
山
梨
県
民

日
時

11
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
（
受
付
　
正
午
〜
）

場
所

山
梨
市
民
会
館
大
集
会
室

（
山
梨
市
万
力
１
８
３
０
）

参
加
料

３
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

内
容

交
流
会
（
講
演
、
各
友
の
会
に
よ

る
出
し
物
、
全
員
参
加
で
の
盆
踊
り

な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
失
語
症
者
の
つ
ど

い
実
行
委
員
会
事
務
局
（
石
和
共
立
病

院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

０
５
５
（
２
６
３
）
３
１
３
１

11
月
12
日
は「
い
い
ひ
ふ
の
日
」で
す
。

こ
の
日
の
前
後
に
、
毎
年
無
料
の
ほ
く

ろ
の
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
11
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

山
交
デ
パ
ー
ト
２
階
特
設
会
場

内
容

山
梨
大
学
医
学
部
皮
膚
科
の
専

門
医
を
中
心
に
顔
・
手
・
足
の
ほ
く

ろ
（
足
裏
の
ほ
く
ろ
を
含
む
）
の
診
察

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
大
学
医
学
部
皮
膚
科
学
教
室

０
５
５
（
２
７
３
）
１
１
１
１

新
規
・
成
長
分
野
企
業
と
求
職
者
を

対
象
と
し
た
情
報
提
供
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

対
象

一
般
求
職
者
、
未
就
職
既
卒
業
者
、

大
学
・
専
門
学
校
等
卒
業
予
定
者

日
時

11
月
15
日
（
木
）

午
後
０
時
30
分
〜
５
時

場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

富
士
山
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

百
花
繚
乱
や
ま
な
し
ま
ち
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
　
　
　
　
　
　
　

「
県
民
の
日
」記
念
行
事
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
促
進
の
た
め

の
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

第
12
回
山
梨
県
失
語
症
者
の
つ
ど
い

「
声
出
せ
！
元
気
出
せ
！
笑
顔
出
せ
！
」

皮
膚
科
専
門
医
に
よ
る
無
料
ほ
く
ろ
診
察

人
と
企
業
出
会
い
の
場
２
０
０
７

〜
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
山
梨
〜
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（
甲
府
市
丸
の
内
１
ー
１
ー
17
）

内
容

合
同
就
職
面
接
会

求
職
者
対
象

講
演
会
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
コ
ー
ナ
ー
・

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

企
業
対
象
　
情
報
提
供
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

参
加
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

独
立
行
政
法
人
　
雇
用
・
能
力
開
発
　

機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
４
２
）
３
０
６
１

主
催甲

府
刑
務
所
、
甲
府
少
年
鑑
別
所

日
時

11
月
23
日
（
金
）
・
24
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

甲
府
刑
務
所
構
内

内
容

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
刑
務
所
内

見
学
（
24
日
午
前
中
）
性
格
テ
ス
ト
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
刑
務
所
作
業
製
品

の
展
示
・
販
売
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
刑
務
所
企
画
部
門

０
５
５
（
２
４
１
）
８
８
７
８

日
時
　
11
月
24
日
（
土
）

午
後
１
時
開
場
　
午
後
１
時
30
分
開
演

場
所
　
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

出
演
高
校

郷
土
芸
能
部
門

県
立
か
え
で
支
援
学
校
・
県
立
わ
か

ば
支
援
学
校
・
県
立
農
林
高
校
・
県

立
韮
崎
工
業
高
校
・
県
立
山
梨
園
芸

高
校

吟
詠
剣
詩
舞
部
門

日
本
航
空
高
校
剣
舞
隊

入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
　
郷
土

芸
能
専
門
部
（
山
梨
園
芸
高
校
内
）

０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
３
５

吟
詠
剣
詩
舞
専
門
部
（
日
本
航
空
高
校

内
）
０
５
５
１
（
２
８
）
３
３
５
５

●11月17日（土）は、電気点検のため休館となります。
●甲斐市誕生３周年記念寄席
「三遊亭楽太郎・三遊亭小遊三」二人会
「笑点」でも大人気。個性あふれるお二人の競演をお楽しみください。
日　時　11月25日（日）午後１時30分開場　午後２時開演
入場料 全席指定　一般前売り2,800円　当日3,000円
※チケット残りわずかとなりました。

●平成19年度文化庁舞台芸術の魅力発見事業
おすぎと京フィル「おしゃべりシネマ館」
映画評論家おすぎの楽しいトークと京都フィルハーモニー室内合奏団
の演奏による心に残る名作映画音楽の数々をお贈りします。敷島中学校
吹奏楽部との共演もありますので、どうぞお楽しみに。
日　時 12月１日（土）午後１時30分開場　午後２時開演
入場料 全席自由　

一般前売り3,000円　当日3,500円
学生（高校生以下）前売り2,500円　当日3,000円

※未就学児の入場はお断りします。
※チケットは下記のプレイガイドで発売中。

チケット取り扱いプレイガイド
双葉ふれあい文化館事務室、竜王北部公民館、竜王中部公民館、竜王南
部公民館、敷島総合文化会館、百楽泉、ＪＲ塩崎駅ジェイショップ塩崎
店、沢田屋双葉店、クリーニング志村竜王店、山梨県民文化ホール

●「第３回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会」出場者募集
日時　平成20年１月20日（日）午後１時開演
参加資格　甲斐市に在住、または甲斐市内の会社に勤務している　

人で、団体・グループから推薦された人
※個人での申し込みは受け付けしません。
※第１・２回大会の上位３位までの入賞者は出場できません。

募集組数　30組
（応募多数の場合は厳正なる抽選の上、結果を連絡します。）

出演形態　ソロおよびグループ（グループの場合は４名まで）
応募方法　市内各公民館、ふれあい文化館事務室の各窓口に設置

してある応募用紙に必要事項を記入の上、
〒400－0105
甲斐市下今井２３０　甲斐市双葉ふれあい文化館内
『第３回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会』実行委員会事務局
まで、持参または郵送（当日消印有効）してください。

募集期間　11月１日（木）～30日(金）受付時間は午前９時～午後５時
（ただし、月曜日は休館です。）

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660

第
28
回
甲
府
矯
正
展

第
28
回
山
梨
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
郷

土
芸
能
・
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
合
同
発
表
会
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… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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日
時

11
月
30
日
（
金
）

第
二
部

開
場
　
午
後
１
時
30
分

開
演
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
第
一
部
は
申
込
受
付
終
了
）

場
所

県
民
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

内
容

人
形
劇
「
も
も
た
ろ
う
」

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
大
き
な
か
ぶ
」

入
場
料

無
料

申
込
期
日
　
11
月
14
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

帝
京
学
園
短
期
大
学
（
藤
巻
・
三
井
）

０
５
５
１
（
３
６
）
２
２
４
９

実
例
を
あ
げ
て
、
そ
の
対
策
と
治
療

法
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象

糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
な
ど
に
興
味
の
あ
る
人
、
患
者
と

そ
の
家
族
、
一
般
の
人

日
時

12
月
２
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所
　
山
梨
県
立
文
化
ホ
ー
ル

参
加
料

無
料

申
込
方
法

事
前
申
込
不
要
、
当
日
参
加
自
由

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
大
学
医
学
部
第
３
内
科

０
５
５
（
２
７
３
）
９
６
０
２

「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
が
テ
ー
マ
の
参
加
体
験
型
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

11
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

発
電
総
合
制
御
所
・
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

内
容

電
気
自
動
車
・
ソ
ー
ラ
ー
電
車

へ
の
体
験
乗
車
、
人
力
発
電
コ
ー
ナ

ー
・
ケ
ナ
フ
の
は
が
き
作
り
、
お
楽

し
み
抽
選
会
や
ア
ニ
メ
映
画
の
上
映

会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…
発
電
総
合
制
御
所
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
２
１
１

人
形
劇
と
オ
ペ
レ
ッ
タ

糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
民
公
開
講
座

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

行

政

講
座
・
教
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◎ふんを放置しないで
犬の散歩時にふん
をそのまま放置して
いるケースが見受けら
れます。犬のふんは不衛
生だけでなく、人の健康を害
する寄生虫の卵が含まれている
こともあります。散歩をさせる
ときには、小さな袋とシャベル

など、ふんを片付ける道具を一緒に携
帯しましょう。また、トイレは家でさせるしつけ
をつけましょう。
なお、悪質な場合は、甲斐市まちをきれいにす

る条例に基づき罰せられることがあります。
◎おしっこも要注意
電柱や壁など同じ場所に自分のテリトリーを誇

示するためにおしっこをかけるのは犬の習性です
が、おしっこも悪臭の原因になったり、金属製の
柱では、そこが錆びる可能性があります。ペット
ボトル等に水を携帯し、おしっこの後を流してお
きましょう。
◎リードをつけて
散歩の際には、必ずリード（引き綱）をつけて、

飼い主の横から離れないようにするとともに、リ
ードは短く持って、他人に飛びつかれないように
してください。子どもや幼児が通るところは特に
注意してください。犬は自分より弱いもの（小さい
もの）に飛びつくことがあります。

家庭等において伐採されたせん定
枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程
11月は次の日をお休みとさせていただ

きます。
毎週金曜日

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入口）
日程
11月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日、祝日（23日）
受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下のもの
に限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

※枯れた枝、葉っぱ類、根の部分、腐食した物、
金属類の付いた物、草・竹等は受け入れしません
ので注意して下さい。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。

市では、清潔な環境づくり
のため、市内の河川清掃を行っ
ています。みなさんの手で川
をきれいにしましょう。
詳しくは各自治会の役員を

とおして連絡しますので、ご
協力をお願いします。
実施日時 12月２日（日）

午前６時30分～
※小雨決行（悪天候の場合は12月９日（日）に延期　　
します。延期の場合は、防災無線にて６時30分　
に連絡します。）

実施地区 敷島地区（睦沢、清川および吉沢地区は除く）
注意 次の作業方法を必ず守ってください。
①自治会の責任者の指示により作業を行うこと。
②河川・側溝内の清掃であって、個人等のごみの　
便乗搬出は絶対にしないこと。

③堆積物を次の３種類に必ず分けること。
・土砂（各自治会のダンプに積む）
・燃えるごみ（水分を良く切って指定のごみ袋で出す）
・燃えないごみ（水分を良く切って指定のごみ袋で出　
す）
■問い合わせは…
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

せん定枝粉砕処理犬の散歩時のマナーを
守りましょう

浄化槽は微生物の働きを利用して汚水を浄化
する装置です。人間と同じように日頃から健康
管理を行い、微生物が活動しやすい環境を保つ
ように維持管理をする必要があります。
このため、年１回以上の清掃と保守点検が、

浄化槽法で管理者に義務付けられています。
維持管理を行わないと、浄化槽の機能が低下

し、河川汚濁や悪臭の発生など、地域の環境汚
染の原因となります。
また、故障箇所などを早期に修理しないと余

分な費用がかかることになってしまいます。
■問い合わせは…
山梨県浄化槽協会　 055（232）2762
環境課（双葉庁舎１階) 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

浄化槽の適正な管理をしましょう

敷島地区で河川清掃を実施します
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●乳幼児予防接種について

ポリオ予防接種を実施します。集団予防接種は混雑を避けるため会場を分けていますが、都合がつか
ない場合は、他の会場で受けることも可能です。
集団予防接種受付時間 竜王保健福祉センター　午後1時30分～2時30分

敷島保健福祉センター　午後1時～ 1時50分
双葉保健福祉センター　午後1時30分～2時30分

●第2期二種混合予防接種について
第2期二種混合予防接種は、乳幼児期に第1期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第2期と

して二種混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了して
いない場合は、今回の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、ご相談ください。

対　象 小学6年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 予診票、母子健康手帳、保険証
接種医療機関 市内指定医療機関
接種方法 1週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口にも設置

されています。なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●高齢者等インフルエンザ予防接種
対象 １）市内に住所を有する65歳以上の人

２）市内に住所を有する60歳～64歳の人であって、心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免疫
不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人

接種期間 平成20年1月31日まで
接種医療機関 市内指定医療機関
自己負担 1,000円
持 ち 物 保険証、または老人医療受給者証
接種方法 希望する指定医療機関に予約をし、接種を行ってください。予診票は各指定医療機関の窓口

に設置されています。対象者のうち、生活保護世帯の人は接種費用の助成があります。健康
増進課、または各地域課窓口にて申請してください。なお市外医療機関を希望の人について
も、申請手続きが必要です。詳しい内容については、お問い合わせください。

内　　容

ポリオ

ＢＣＧ、三種混合、二種混合
麻しん風しん混合
麻しん、風しん、日本脳炎

種別

集団接種

持ち物

母子健康手帳
予診票

個別接種
母子健康手帳
予診票、保険証

対象地区（月齢）
竜王（３か月～10か月児）
敷島（11か月～７歳６か月未満児）
竜王（11か月～7歳６か月未満児）
敷島（３か月～10か月児）
双葉（３か月～７歳６か月未満児）
竜王（３か月～７歳６か月未満児）
敷島（３か月～７歳６か月未満児）

実施月日
11月 8 日（木）
11月13日（火）
11月22日（木）
11月28日（水）
11月30日（金）
12月 6 日（木）
12月1２日（水）

実施場所
竜王保健福祉センター
敷島保健福祉センター
竜王保健福祉センター
敷島保健福祉センター
双葉保健福祉センター
竜王保健福祉センター
敷島保健福祉センター

事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。  
麻しん･風しん混合予防接種の予診は、各医療機関に設置してあります。 
日本脳炎予防接種については平成17年5月30日より引き続き積極的勧
奨を差し控えます。  

指定医療機関 住　　所 電話番号 インフル
エンザ

乳幼児
個別接種 指定医療機関 住　　所 電話番号 インフル

エンザ
乳幼児
個別接種

林野医院 西八幡2436 055（276）2816 ○ ○
保坂医院 富竹新田410 055（276）2619 ○ ○
広瀬外科医院 富竹新田1179 055（276）2323 ○ 
竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155 ○ ○
赤坂台病院 竜王新町2140 055（279）0111 ○ 
神田内科医院 西八幡904-1 055（276）1515 ○ 
清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366 ○ ○
中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111 ○ ○
杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088  ○
芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355 ○ ○
竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132 ○ ○
竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611 ○ ○
保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550 ○ ○
芦沢整形外科医院 富竹新田1501 055（276）8566 ○ 
千須和医院 西八幡4357-1 055（276）1288 ○ 
福島整形外科 西八幡1196 055（279）2255 ○ 
三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222 ○ ○
いいの整形外科 竜王764-1 055（240）8580 ○ 
山内耳鼻咽喉科医院 篠原226-5 055（279）3339 ○ 

おかべ内科・神経内科クリニック 万才833-1 055(275)1117 ○ 
原口内科・腎クリニック 篠原2975-1 055（267）5500 ○ 
大久保医院 島上条213-3 055（277）2129 ○ ○
小山医院 島上条492-1 055（277）5102 ○ ○
志鎌整形外科 長塚2 055（277）6761 ○ ○
敷島クリニック 中下条246 055（277）8300 ○ ○
大沢医院 長塚115-11 055（277）1020 ○ ○
大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200 ○ ○
うちやま泌尿器・腎ｸﾘﾆｯｸ 中下条926-1 055（277）1211 ○ 
ながせき頭痛クリニック 中下条1844-3 055（267）2211 ○ 
桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505 ○ ○
中島医院 下今井88-1 0551（28）2181 ○ ○
双葉クリニック 竜地4710-1 0551（28）6789 ○ ○
本橋医院 岩森79-1 0551（28）6130 ○ ○
響が丘整形外科 竜地2563-14 0551（30）8100 ○ ○
ふたば内科消化器科医院 竜地2795-10 0551（28）8227 ○ ○
登美の丘クリニック 竜地6660 0551（28）6887 ○ 
りほく病院 岩森111 0551（28）8820 ○ 
ひかりの里クリニック 宇津谷1111 0551（20）3900 ○

■問い合わせは…
　健康増進課（敷島庁舎）　　　　055（277）4735　　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）　055（278）1666
　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）　0551（20）3651
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●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後1時15分～1時30分（教室　午後1時30分～4時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイズ

で妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第1歩です。そして、出産後のシェイプア
ップへとつながります。

◎午前9時30分までに受付を済ませてください。
申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参し

てください。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

●乳幼児健診
受付時間 午後1時30分～2時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1歳6か月、2歳、3歳児健診のみ）、

歯ブラシ（11か月、1歳6か月、2歳、3歳　※普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※3歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後3時30分～4時30分）：11月21日（水）竜王保健福祉センター

11月15日（木）双葉保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

1
 内　　容 実施月日 該 当 児 実 施 場 所
 後期の離乳食教室 11月２日(金） H19．１月生 双葉保健福祉センター
 前期の離乳食教室 11月26日（月） H19．５月生 敷島保健福祉センター

発 行 時 間
場 所
持 ち 物

開庁時間（午前8時30分～午後5時30分）
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課
印鑑

内　　　　　容

マタニティービクス
（講師）マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師

実施月日

11月14日（水）
午前９時30分～正午

対　　象

甲斐市に在住する
５か月過ぎの妊婦

実施場所

敷島保健福祉センター

内　　　容
第４課　歯科教室

（歯科衛生士、保健師）
第５課　お産のリハーサル

（助産師、保健師）
第６課　赤ちゃんを迎える準備
　　　　教室 （保健師）

実施月日
11月5日（月）
午前9時30分～正午
11月12日（月）
午前9時30分～正午
11月19日（月）
午前9時30分～正午

対　　象
甲斐市に在住する
5か月過ぎの妊婦

甲斐市に在住する
8か月過ぎの妊婦

実施場所

竜王保健福祉センター

持参するもの

母子健康手帳、筆記用具
＊第4課は普段使用してい
　る歯ブラシ

内　　容

4・11か月児健診

〃

4か月児健診
11か月児健診
1歳6か月児健診

〃
2歳児健診
〃

3歳児健診
〃

実施月日

11月20日（火）

11月16日（金）

11月27日（火）
11月29日（木）
11月 1 日（木）
11月 7 日（水）
11月 6 日（火）
11月 9 日（金）
11月21日（水）
11月15日（木）

該　当　児
4か月児：H19．7月生
11か月児：H18．11月生
4か月児：H19．7月生
11か月児：Ｈ18．11月生

H19．7月生
H18．11月生

H18．4月生

H17．10月生

H16．5月生

対象地

敷島

双葉

竜王
竜王

敷島・双葉
竜王
竜王

敷島・双葉
竜王

敷島・双葉

実 施 場 所

敷島保健福祉センター

双葉保健福祉センター

竜王保健福祉センター
竜王保健福祉センター
双葉保健福祉センター
竜王保健福祉センター
竜王保健福祉センター
敷島保健福祉センター
竜王保健福祉センター
双葉保健福祉センター
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●不妊治療費助成事業について
市では、不妊治療のうち、保険外診療である特定不妊治療（体外受精および顕微受精）については、1回

の治療費が高額で経済的負担が重いため、その軽減を図ることを目的に費用の一部を助成します。
対象者 １．夫婦のどちらかが申請時に1年以上継続して甲斐市に住所を有していること。

２．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療（体外受精および顕微受精）以外の治療法によっては
妊娠の見込みがないか、または極めて少ないと医師に判断された夫婦であること。

３．夫婦の所得合計額が650万円未満であること。
※所得額は児童手当における所得計算方法を準用します。

助成額 1年度当たり10万円を限度に通算2年間
手続き 治療が終了した日から起算して1年以内に申請書等を市に提出する。

※申請に必要な書類はお問い合わせください。

●人間ドック受診申し込み
申込期間 11月1日（木）～７日（水）
対 象 者 40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所 健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課
申込方法 委託医療機関から希望する医療機関を選び、健康保険証と印鑑を持参して申請してください。

その場で受診券を発行します。（総合健診申込書とは別に申請が必要）受診券発行後、ご本人
から医療機関へ予約をしていただきます。

受診期間 平成19年12月31日まで
料　金 ○市では、検査項目により次のとおり金額を補助します。

基本健診のみを受けた場合、30,000円
基本健診に加え前立腺がん検査を受けた場合、31,000円
基本健診に加え子宮がん検査、または乳がん検査（マンモグラフィー検査）どちらか受けた場
合、32,000円
基本健診に加え子宮がん検査と乳がん検査（マンモグラフィー検査）両方受けた場合、
33,000円

○自己負担金は医療機関によって異なりますが、6,000円～8,000円位です。（オプションは除く）
受診可能医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府市医師会健康管理センター、

中沢クリニック、竜王リハビリテーション病院、
竜王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉病院クアハウス石和、
※医療法人康麗会笛吹中央病院（※の医療機関は今年度から追加）

その他 今年度の人間ドック事業は12月末日で終了しますので、早めの申請・受診をお願いします。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。生活習慣を改善することが一番大切です。生活習慣を見直

し、改善に努め、より健康な生活が送れるよう役立てていただくために結果説明会を行います。

受付時間
①午前9時30分～10時
②午後1時30分～ 2 時
対　象 総合健診を受けた人
持参するもの ｢総合健診結果説明会について｣の用紙
※日程変更希望の人は、ご連絡ください。ただし、変更する日は指定された日以降になります。

●献血にご協力をお願いします。
次の日程で献血を実施しますので、みなさんのご協力をお願いします。

日　時 11月27日（火）午後1時30分～3時30分　　会　場 甲斐市役所双葉庁舎駐車場
主　催 甲斐市　　協　力 双葉ライオンズクラブ

健診受診日 説明会日
11月 1 日（木）
11月 2 日（金）
11月 6 日（火）
11月12日（月）
11月14日（水）
11月19日（月）
11月26日（月）
11月29日（木）

受付時間
①
①
①
②
①
②
①
①

双葉・竜王地区
で健診を受けて
結果をまだ取り
にきていない人

場　所
双葉保健福祉センター

竜王保健福祉センター

双葉保健福祉センター

竜王保健福祉センター

双葉保健福祉センター
竜王保健福祉センター

健診受診日 説明会日
11月 5 日（月）
11月 9 日（金）
11月12日（月）
11月20日（火）
11月27日（火）

受付時間
①
①
②
①
①

敷島地区で健診
を受けて結果を
まだ取りに来て
いない人

場　所

敷島保健福祉センター

双葉・竜王地区 敷島地区

■問い合わせは…
　健康増進課（敷島庁舎）　　　　055（277）4735　　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）　055（278）1666
　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）　0551（20）3651
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●糖尿病教室
糖尿病について正しい知識を持ち、自分の生活を振り返りながら、生活習慣の

改善ができるよう開催します。全7課になります。
対　象 糖尿病、高血糖の人およびその家族
初回日時 11月15日（木）午後1時～4時※2課以降の日程は後日お知らせ。
場　所 竜王保健福祉センター　　講　師 神田内科医院　神田昌道医師
定　員 40名
内　容 第1課　糖尿病とその治療について

第2課～7課では食事療法や運動療法について実習を踏まえて実施
持ち物 健康診断の結果

申込方法 11月1日（木）から8日（木）で電話で受付。定員になり次第終了。
■申し込み・問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎） 055（277）4735

●栄養学習会

●介護予防のための「お口
くち

の健康教室」～元気な体は、元気な体から！～
いつまでも元気に過ごすためには、お口も健康でいることが重要です。

日　時 11月14日（水）午後1時30分～　　場　所 敷島保健福祉センター
講　師 歯科衛生士　牛山京子さん
内　容 ・元気で長生きするため、お口の働きに注目したお話

・お口の健康を保つための予防方法や働きをよくするための「健口
けんこう

体操」・個別の相談（要予約）
対　象 市内在住の65歳以上の人※個別相談のみ、事前の予約が必要。
■申し込み・問い合わせは…高齢福祉課（敷島庁舎1階） 055（277）3116

2

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎）　055（277）4735
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）　055（278）1666　　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）　0551（20）3651

日　　程

11月 6 日（火）

11月 7 日（水）

11月 9 日（金）

11月12日（月）

11月14日（水）

11月19日（月）

11月22日（木）
11月28日（水）

時　　間
午前10時～
午後7時30分～
午後1時30分～

午後7時30分～

午後7時30分～

午後7時30分～

午前9時30分～

午後7時30分～

午後7時30分～

午後1時30分～
午後7時30分～

場　　所
竜王北部公民会２階和室
玉川東集落集会所
竜王1区公会堂

仲新居区公会堂

南部公民館

八幡新田２区公会堂

竜王保健福祉センター

竜王４区公会堂
月林公会堂
富竹2・3区公会堂
名取区公会堂
竜王２区公会堂

内　　　　　容
メタボリック症候群の予防について（バランスガイドについて）
メタボリック症候群の予防について
バランスの良い食生活について
メタボリック症候群の予防とバランスガイドを用いたバランスの良い
食事について
メタボリック症候群の予防とバランスガイドを用いたバランスの良い
食事について
メタボリック症候群の予防について
メタボリック症候群の予防とバランスガイドを用いたバランスの良い
食事について
バランスの良い食生活について
メタボリック症候群の予防について
肥満予防とバランスの良い食生活について
メタボリック症候群予防の食生活の工夫について
バランスの良い食生活について

テーマ・講師
～楽しみながら頭すっきり身体もイキイキ～
講師　めぐみ荘デイサービスセンター
主任　清水由美

～脳のトレーニング～
講師　竜王在宅介護支援センター職員

日　　時

11月17日（土）
午後1時30分～3時

11月21日（水）
午前10時～11時30分

場　　所

竜王2区公会堂
竜王2063-2

月林区公会堂
西八幡3880-21

対象者

興味関心のある人

問い合わせ（委託先）

めぐみ荘在宅介護支援センター
　055（278）0881

竜王在宅介護支援センター
（竜王保健福祉センター内）
　055（279）1113

テーマ・講師
～リズムにのって体のリフレッシュ～
講師　生涯学習指導者　山田富士枝
～家庭でできる体操と転倒予防～
講師　理学療法士　宮尾一久
～介護保険制度について及び3B体操～
講師　双葉在宅介護支援センター職員

生涯学習指導者　輿石　王子
～転倒一瞬！怪我一生！～
講師　甲府南ライフケアセンター副施
設長兼リハビリ提供責任者　井口恭一

～介護予防体操～
講師　ブルーアース　雨宮美和

～家庭でできる体操と転倒予防～
講師　　理学療法士　宮尾一久

日　　時
11月8日（木）
午前10時～
11月10日（土）
午後1時30分～

11月10日（土）
午後1時30分～

11月10日（土）
午前10時～11時30分

11月14日（水）
午前10時～11時30分

11月19日（月）
午後1時30分～

場　　所
堅町区民会館
島上条295-3
長塚公民館
長塚271-2

双葉登美団地コミュニティセンター
龍地798-109

竜王新町上公民館
竜王新町1637-1

月林区公会堂
西八幡3880-21

東町公会堂
中下条1668

対象者

興味関心のある人

問い合わせ（委託先）
在宅介護支援センター敷島荘
　055(277）8818
在宅介護支援センター敷島荘
　055(277）8818

「ひかりの里」双葉在宅介護支援センター
　0551(28）5545

めぐみ荘在宅介護支援センター
　055(278）0881

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
　055(279）1113
在宅介護支援センター敷島荘
　055(277）8818

＜脳のいきいき教室＞

＜介護予防教室＞
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南北自由通路南北自由通路
新　新　駅　駅　舎JRJR竜王駅竜王駅南北自由通路南北自由通路
新　新　駅　駅　舎JRJR竜王駅竜王駅

日あと使用開始まで
（１１月1日現在）

建築家　安藤忠雄 さん

使用開始決定使用開始決定使用開始決定使用開始決定

　現在工事を進めている竜王駅南北自由通路・新駅舎は、
平成20年3月24日(月)の初電から使用開始します。
　この竣工記念として、平成20年3月22日(土)に竜王
駅南北自由通路・新駅舎の設計・監修を行っている世界
的に有名な建築家安藤忠雄さんを招いた記念講演会の開
催を予定しています。講演会の詳細や申し込みの方法等
につきましては、今後、広報誌でお知らせします。
　なお、使用開始までの工事期間中につきましては、周
辺住民のみなさんをはじめ、駅利用者の方々には引き続
きご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いいた
します。

■問い合わせは・・・
　駅周辺整備室(竜王庁舎2階) 1055（278）1667


